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平成18年1月26日(木) • 27日(金)、第14回全国救急隊員シンポジウムが新潟市
にて開催され、全国から救急隊員等約2，700名が参加しました(詳細p.8)。
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A甲子園球場内に設置されたAED
(自動体外式除細動器)

砂甲子園球場内の
アストロビ、ジ、ヨン

特集「応急手当普及啓発活動の現状と課題⑮J(詳細p.14)
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救急振興財団では、消防機関が行う応急手当の普及啓発活動を支援するため、財団

法人日本宝くじ協会からの助成を受けて、平成17年度は日光市消防本部(栃木県)と

東京消防庁(東京都)の2団体に、救急普及啓発広報車を寄贈いたしました。

平成18年1月10日に日光市消防本部、同年1月20日に東京消防庁において受納式が

行われました。

[ 日光市消防本部

E------
庁防出円ιゃ

一
古
木
一
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財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
設
立
一
五
周

年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
救
急

救
命
士
制
度
の
導
入
な
ど
救
急
業
務
の
高

度
化
が
大
き
く
進
ん
だ
平
成
三
年
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
以
来
、
全
国
の
救
急
隊
員

を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
養
成
所
の
設

置
運
営
に
当
た
ら
れ
、
現
在
ま
で
に
一

一、

0
0
0
名
を
超
え
る
救
急
救
命
士
を

輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
救

急
業
務
に
関
す
る
調
査
研
究
、
全
国
救
急

隊
昌
ハ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
に
向
け
た
資
機
材
の
配
付
な

ど
、
多
年
に
わ
た
る
ご
貢
献
に
対
し
て
、

深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

消
防
機
関
の
行
う
救
急
業
務
は
、
昭
和

三
八
年
に
法
制
化
さ
れ
て
以
来
、
我
が
国

の
社
会
経
済
活
動
の
進
展
に
伴
っ
て
年
々

そ
の
体
制
が
整
備
さ
れ
、
平
成
一
七
年
四

月
一
日
現
在
、
全
市
町
村
の
九
八
・
二
%

に
あ
た
る
二
、
三
五
二
市
町
村
が
救
急
業

務
を
実
施
し
、
全
人
口
の
九
九
・
九
%
を

カ
バ
ー
す
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
救
急
業
務
は
、
国
民
の
生
命
・
身

体
を
守
る
上
で
不
可
欠
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
定
着
し
、
救
急
隊
の
活
躍
す
る
場

も
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
一
方
で
、
出
場
件
数
の
急
増
な
ど
か

ら
救
急
車
の
現
場
到
着
時
間
が
遅
延
傾
向

に
あ
り
、
ト
リ
ア
l
ジ
シ
ス
テ
ム
や
救
急

隊
の
運
用
体
制
の
効
率
化
な
ど
を
検
討
す

る
必
要
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
救
急
業
務
の
高
度
化
と

し
て
は
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
包
括
的

指
示
下
で
の
除
細
動
が
、
平
成
一
六
年
七

月
か
ら
は
医
師
の
具
体
的
指
示
に
基
づ
く

気
管
挿
管
が
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
、
こ
の
四
月
か
ら
は
ア
ド
レ

争巻頭のことば

板
倉

敏
和

総
務
省
消
防
庁
長
官

白血d塩盟国
盟富盟

ナ
リ
ン
の
投
与
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の

効
果
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。救
命
効
果
の
向
上
の
た
め
に
は
、
住
民

に
よ
る
応
急
手
当
も
必
要
で
す
。
普
及
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
最
近
で
は
、
年
間
の
受
講
者
総
数
が

一
0
0
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
消
防
機

関
は
住
民
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及
に
当

た
っ
て
の
代
表
的
機
関
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
一
六
年
七
月
に
は
、
こ

れ
ま
で
医
師
と
救
急
救
命
士
の
み
に
認
め

ら
れ
て
い
た
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A

E
D
)
の
使
用
が
一
般
の
方
々
に
も
認
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
救
命
効
果
の
更
な

る
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
場
に

居
合
わ
せ
た
一
般
の
方
々
に
よ
る
自
動
体

外
式
徐
細
動
器

(
A
E
D
)
使
用
も
含
め

た
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
で
、
心
肺
蘇
生
法
に
関
し
て
、
昨

年
末
、

I
L
C
O
R
(
国
際
蘇
生
連
絡
協

議
会
)
二

O
O
五
が
示
さ
れ
、
今
後
、
応

急
処
置
の
内
容
が
変
更
さ
れ
る
状
況
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
に
よ
る
応
急
手

当
、
救
急
隊
の
活
動
に
つ
い
て
も
見
直
し

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財
団
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
救
急
業
務

に
対
す
る
国
民
の
ニ

i
ズ
に
的
確
に
応
え

る
た
め
、
引
き
続
き
救
急
救
命
士
の
養
成

等
を
通
じ
て
、
更
な
る
救
急
業
務
の
高
度

化
、
救
命
効
果
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す。

7 



ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

G 
J'¥ 

ト

瞳寵寵覇

ー
救
合
の
流
れ

よ
り
確
か
な
も
の
へ

i
新
潟
か
5
未
来
へ
つ
な
ぐ
救
命
の
架
け
橋
i
l

文
l

l
編
集
室

平
成
一
八
年
一
月
二
六
日
・
二
七
日
の
両
日
、
「
第
M
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
新
潟
市
消
防
局

・
新
潟
県
消
防
長
会
及
び
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
共
催
に
よ
り
、
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
(
朱
鷺

メ
ッ
セ
)
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

〈
王
国
か

5
医
療
関
係
者
や
救
急
隊
員
等
約
二
、
七

O
O名
が
参
加
し
、
各
会
場
に
お
い
て
活
発
な
討
議
が
交
わ

さ
れ
た
。

輔
特
別
討
論
「
我
が
国
の
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
」

我
が
国
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
現

状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
七
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
か
ら
発
表
が
な
さ
れ
た
。
救
急
救
命
士
の
処
置
範

囲
拡
大
に
伴
い
、
各
地
で
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、
体
制
整
備
に
向
け

た
考
え
方
や
取
組
み
の
充
実
度
に
地
域
格
差
が
生
じ

て
お
り
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
全
体
の

底
上
げ
を
図
る
た
め
に
、
体
制
の
見
直
し
・
再
構
築

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、

更
な
る
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
の
充
実
・
強
化
を
図

る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
討
論
が
な
さ
れ
た
。

輔
教
育
講
演
「
救
急
業
務
に
お
け
る
ブ

ラ
イ
バ
シ
i
の
保
護
と
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」

講
師
一
東
海
大
学
法
科
大
学
院
教
授
宇
都
木
伸

個
人
情
報
保
護
法
、
情
報
公
開
法
を
踏
ま
え
、
救

急
業
務
の
中
で
発
生
す
る
情
報
を
め
ぐ
る
様
々
な
要

請
に
対
し
て
ど
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
基
本
的
判
断
の
あ
り
方
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、

具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
た
。

特別討論

覇
特
別
講
演
「
心
師
蘇
生
法
は
ど
う
蛮

わ
る
か
j
i
L
C
O
R
二
O
O
五
の

紹
介
j
」

講
師
一
救
急
救
命
九
州
研
修
所
教
授
畑
中
哲
生

昨
年
一
一
月
、

I
L
C
O
R
(
国
際
蘇
生
連
絡
協

議
会
)
か
ら
発
表
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
二

O
O
五

に
つ
い
て
の
紹
介
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
は
、
高
度
な
救
命
処
置
に
関
し
て
は
大
き
な
変

更
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

B
L
S
に
関
し
て
は
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
人
工
呼
吸
の
比
率
が
三

O
二一

8 救急救命第16号
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へ、

A
E
D
プ
ロ
ト
コ

l
ル
が
三
連
続
か
ら
一
回
の

み
に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
点
が
改

訂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
タ
イ
ム
リ
ー
か

っ
非
常
に
関
心
の
高
い
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く

の
参
加
者
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た
。

瞳
一
般
講
演
「
救
急
救
命
士
の
気
管
挿

管
の
現
状
j
現
場
で
活
き
る
知
識
と

技
術
j
」

講
師
一
国
立
病
院
機
構
大
阪
医
療
セ
ン
タ

i

救

命

救

急

セ

ン

タ

ー

長

定

光

平
成
一
六
年
七
月
よ
り
必
要
な
講
習
を
修
了
し
た

救
急
救
命
士
に
よ
る
気
管
挿
管
が
可
能
と
な
り
、
現

場
で
の
実
施
事
例
も
増
え
て
き
て
い
る
。
本
講
演
で

は
、
手
技
上
の
注
意
点
等
に
つ
い
て
、
映
像
や
実
技

を
交
え
て
解
説
が
な
さ
れ
た
。

大
海

瞳
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
「
集
団
災
害
へ
の
取
組

み
j
図
上
訓
練
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
j
」
で
は
、
三

部
構
成
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
「
集
団
救
急
災
害
へ
の
気
づ
き
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
危
機
管
理
対
策
機
構
事
務
局
長

の
細
坪
信
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、
会
場
内
の
参
加
者

を
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、
想
定
さ
れ
る
列
車
事
故
に
対

し
て
よ
り
効
果
的
に
活
動
す
る
た
め
に
は
ど
ん
な
こ

と
が
必
要
か
等
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
l
ミ
ン

グ
形
式
で
お
互
い
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
異

な
っ
た
考
え
方
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
あ
っ
た
。

第
二
部
「
D
I
G
で
学
ぶ
集
団
救
急
災
害
対
応
」

デモンストレーション第1部

で
は
、
講
師
に
富
士
常
葉
大
学
環
境
防
災
学
部
助
教

授
の
小
村
隆
史
氏
、
フ
ァ
シ
リ
テ
l
タ
に
大
阪
府
立

千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
所
長
の
甲
斐
達
朗
氏
を
迎

え
、
多
重
衝
突
交
通
事
故
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で

D
I
G
(口
町

g
g
H・H
E
ω
m
E巳
芯
ロ
の
m
H
B
O
)

の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
用
い
た
簡
易
型
図
上
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

壇
上
で
は
大
き
な
地
図
を
広
げ
て
消
防
・
医
師
・

警
察
等
二
ニ
団
体
の
実
演
者
が
三
チ

l
ム
に
分
か

れ
、
次
々
に
伝
え
ら
れ
る
被
害
状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
何
を
考
え
、
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
話

し
合
い
な
が
ら
具
体
的
な
災
害
対
応
方
策
に
つ
い
て

検
討
が
な
さ
れ
た
。

第
三
部
「
フ
リ
l
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
は
、

第
一
部
、
二
部
で
の
訓
練
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
集

団
救
急
災
害
時
に
ど
う
対
応
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か

に
つ
い
て
、
六
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
活
発
な
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
な
さ
れ
た
。

~鴫叫

デモンストレーション第2部

デモンストレーション第3部

瞳
ケ
i
ス
ス
タ
デ
ィ
「
事
例
に
学
ぶ
救
急
業
務
と
訴

訟
問
題
」
で
は
、
救
急
業
務
に
関
す
る
法
的
諸
問
題

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
想
定
事
例
を
取
り
上
げ
、

参
加
者
を
交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る

と
と
も
に
、
救
急
業
務
に
精
通
し
た
こ
名
の
法
律
専

門
家
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
等
が
な
さ
れ
た
。

彊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
効
果
的
な
救
急
隊
員
の
教
育
訓

練
の
検
討
j
各
地
の
取
組
み
か
ら
j
」
で
は
、
メ
デ

ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
下
で
行
わ
れ
て
い
る
救

急
隊
員
へ
の
教
育
訓
練
方
策
に
つ
い
て
、
厚
木
市
、

草
加
市
、
熊
本
市
か
ら
発
表
が
な
さ
れ
る
と
と
も

に
、
北
海
道
紋
別
地
区
興
部
支
署
で
発
足
し
た
自
主

救
急
勉
強
会
の
活
動
状
況
が
紹
介
さ
れ
た
。

ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
で
は
、
「
I
意
識
障
害
の
ピ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ル
j
視
点
と
対
策
j
」
、
「
E
小
児
救
急
の

9 



ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
j
視
点
と
対
策
j
」、「
E
高
齢
者

救
急
の
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル

1
視
点
と
対
策
1
」
、
「
町

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
心
電
図
の
解
読
と
利

用
法
」
の
四
部
構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
か
ら
解

説
が
な
さ
れ
た
。

シンポジウム

フ
リ
l
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル

ケ
ア
の
未
来
を
語
る
」
で
は
、
救
急
救
命
士
制
度
が

発
足
後
十
数
年
を
経
て
、
医
師
、
消
防
職
員
、
報
道

関
係
者
の
七
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
、
救
急
救
命

士
の
将
来
像
や
役
割
へ
の
期
待
、
さ
ら
な
る
処
置
範

囲
の
拡
大
等
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

盟
事
例
発
表
「
J

R
福
知
山
線
列
車
脱
線
転
覆
事
故

の
対
応
」
で
は
、
平
成
一
七
年
四
月
二
五
日
に
発
生

し
た
J
R
福
知
山
線
列
車
脱
線
転
覆
事
故
に
つ
い

て
、
事
故
現
場
を
管
轄
す
る
尼
崎
市
消
防
本
部
、
応

援
隊
と
し
て
出
動
し
た
神
戸
市
消
防
局
、
災
害
拠
点

病
院
で
あ
る
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
、
傷
病
者

を
受
け
入
れ
た
尼
崎
中
央
病
院
の
各
発
表
者
か
ら
、

こ
の
事
故
で
の
活
動
状
況
や
教
訓
・
課
題
な
ど
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

輔
ラ
イ
ブ
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、

「

I
実

践

分

娩
介
助
」
、
「
E

実
践
ト
リ
ア

l
ジ
j
ス
タ
ー

ト
法
を
学
ぶ

j
」
の
二
部
構

成
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
講
師
か
ら

救
急
隊
員
に
必

要
な
知
識
が
教
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
参
加

者
を
交
え
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
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「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
が
第
一
日
目
の
昼

食
時
間
帯
に
組
ま
れ
、
開
催
都
市
の
あ
る
新
潟
県
内

の
救
急
医
を
講
師
に
迎
え
、
「
心
停
止
に
用
い
る
代

表
的
な
薬
剤
」
、
「
救
急
現
場
に
お
け
る
人
工
呼
吸
1

知
っ
て
い
る
つ
も
り
の
酸
素
投
与
j

H
「
小
児
外

傷
」
を
テ
l
マ
に
解
説
が
な
さ
れ
た
。

一
般
発
表
I
「
救
急
事
例
1
」
で
は
、
長
岡
市
消

防
本
部
、
熊
本
市
消
防
局
、
川
崎
市
消
防
局
、
江
津

邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部
、
横
浜
市
消
防
局
よ
り
、

事
例
報
告
が
な
さ
れ
た
。

盟
一
般
発
表
E
「
応
急
手
当
の
普
及
活
動
1
」
で
は
、

北
九
州
市
消
防
局
、
熊
本
市
消
防
局
、
東
京
消
防
庁
、

大
阪
市
消
防
局
よ
り
発
表
が
な
さ
れ
た
。

龍
一
般
発
表
E

「
救
急
事
例
2
」
で
は
、
愛
川
町
消

防
本
部
、
千
葉
市
消
防
局
、
姫
路
市
消
防
局
、
川
崎

市
消
防
局
よ
り
事
例
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ライブ、セッション I

瞳
一
般
発
表

ν「
救
急
資
器
材
・
訓
練
関
係
」
で
は
、

福
岡
市
消
防
局
、
丸
岡
町
消
防
本
部
、
松
江
市
消
防

本
部
、
所
沢
市
消
防
本
部
よ
り
、
自
ご
ろ
の
研
究
成

果
が
発
表
さ
れ
た
。

盟
一
般
発
表
V

「
予
防
救
急
・
救
急
体
制
」
で
は
、



ポスターセッション

見
附
市
消
防
本
部
、
長
久
手
町
消
防
本
部
、
松
戸
市

消
防
局
、
仙
台
市
消
防
局
、
福
岡
市
消
防
局
よ
り
、

各
消
防
本
部
で
の
取
組
み
が
発
表
さ
れ
た
。

救急用資器材等展示会①

由
一
般
発
表
羽
「
研
究
・
地
域
の
取
組
み
」
で
は
、

大
阪
市
消
防
局
、
高
槻
市
消
防
本
部
、
い
わ
き
市
消

防
本
部
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防

局
、
東
京
消
防
庁
よ
り
、
研
究
結
果
や
地
域
の
取
組

み
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。

量
一
般
発
表
四
「
応
急
手
当
の
普
及
活
動

2
」
で
は
、

東
京
消
防
庁
、
瀬
高
町
外
二
町
消
防
組
合
消
防
本

部
、
柏
崎
市
消
防
本
部
、
神
戸
市
消
防
局
よ
り
発
表

が
な
さ
れ
た
。

圏
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

I
l
E
で
は
、
江
津
口
巴
智

消
防
組
合
消
防
本
部
、
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
埼

玉
県
南
西
部
消
防
本
部
、
広
島
市
消
防
局
、
久
留
米

市
消
防
本
部
、
新
潟
市
消
防
局
、
東
京
消
防
庁
、
出

雲
市
消
防
本
部
、
横
浜
市
消
防
局
、
中
和
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
、
東
大
阪
市
消
防
局
、
小
田
原
市
消

妨
本
部
、
川
崎
市
消
防
局
の
一
五
名
か
ら
日
ご
ろ
の

研
究
成
果
や
資
器
材
の
開
発
等
に
つ
い
て
発
表
が
な

さ
れ
た
。

第

U
回
を
迎
え
た
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

参
加
者
を
交
え
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
リ

1
デ

イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
に
工
夫

が
施
さ
れ
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
で
の
開
催
と
な
っ

た。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
見
て
回
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
会
場
で
も
活
発
な
意
見
交
換
や
問
題
提
起

が
な
さ
れ
、
全
国
各
地
で
の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア

の
更
な
る
充
実
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

豆お

シ成号

訴Xざ
z量
ム全
の国
開墾
催惹
に墜
つ貝
い
て

第
お
回
全
国
救
急
隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
程
平
成
一
九
年
一
月
二
五
日
同
・
二
六

日
働
大
宮
ソ
ニ
ツ
ク
シ
テ
ィ
(
さ
い
た
ま
市
)

一、

0
0
0
円

会

場

資
料
代

ACCESS MAP 
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

離

農

ロ
パ
ー
ト
2

!開l
Eヨl

F~司

隆男|
匡ヰ|
白書|

ー
尾
三
消
防
本
部
を
取
材
し
て
|

文
l

l編
集
委
員

坂
口

晃

現
状
と
課
題
⑩

愛
知
県
の
日
進
市
、
東
郷
町
、
三
好
町
を
管
轄
す
る
尾
三
消
防
本
部
で
は
、
平
成
二
年
に
策
定
さ
れ
た
愛
知

県
に
お
け
る
「
救
急
患
者
救
命
率
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
管
内

住
民
に
対
し
て
積
極
的
に
応
急
手
当
の
普
及
瞥
発
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
同
消
防
本
部
で
は
、

心
肺
蘇
生
法
の
正
確
さ
を
競
い
合
う
「
心
肺
蘇
生
競
技
会
」
を
発
案
し
、
年
一
回
開
催
し
て
い
る
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
本
競
技
会
の
概
要
に
つ
い
て
、
尾
三
消
防
本
部
消
防
課
の
中
根
力
課
長
に
お
話
を
侍
っ
た
。

盟
心
肺
蘇
生
競
技
会
の
概
要
圃

尾
三
消
防
本
部
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
パ
イ
ス

タ
ン
ダ

l
の
応
急
手
当
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図

る
と
と
も
に
、
心
肺
蘇
生
法
の
正
確
性
を
競
い
、
救

急
患
者
の
救
命
率
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
二
一
年
よ
り
毎
年
一
回
、
一
般
市
民
を
対
象

と
し
た
「
心
肺
蘇
生
法
競
技
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

愛
知
県
で
は
、
平
成
二
年
に
「
救
急
患
者
救
命

率
向
上
モ
デ
ル
事
業
」
を
計
画
し
、
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
尾
三
消
防
本
部
が
指
定
さ
れ
た
の
を
き
っ
か
け

に
、
応
急
手
当
の
普
及
に
よ
る
救
命
効
果
及
ぴ
自
主

救
護
能
力
の
向
上
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
①
応
急
手

当
講
習
の
推
進
、
②
予
防
救
急
の
推
進
、
③
救
急
に

関
す
る
広
報
の
推
進
、
④
応
急
手
当
に
関
す
る
各
種

統
計
調
査
、
⑤
電
話
に
よ
る
通
報
時
口
頭
指
導
の
五

つ
を
重
点
目
標
と
し
て
、
管
内
の
生
産
年
齢
人
口
の

二
割
に
相
当
す
る
二
万
一
、

0
0
0人
に
対
し
て
普

及
啓
発
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
成
果

を
確
認
す
る
た
め
の
一
方
策
と
し
て
、
こ
の
「
心
肺

蘇
生
競
技
会
」
が
発
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

競
技
会
を
開
催
す
る
に
当
た
っ
て
の
苦
労
話
を
尾

三
消
防
本
部
消
防
課
の
中
根
課
長
は
、
「
他
の
消
防

本
部
に
も
話
を
開
い
て
み
ま
し
た
が
、
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
な
も
の
が
一
切
な
か
っ
た
た
め
、
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。
実
際
『
競
技
会
』
で

12 救怠救論第16号

す
か
ら
、
優
劣
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

す
が
、
審
査
基
準
や
審
査
項
目
を
ど
う
す
る
か
悩
み

ま
し
た
ね
。
」
と
語
る
。

平
成
二
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
競
技
会
も
六

回
を
数
え
、
参
加
人
数
は
四
六
九
名
に
の
ぼ
る
が
、

参
加
募
集
は
市
町
の
広
報
誌
と
、
消
防
本
部
が
独
自

で
作
成
し
年
四
回
発
行
し
て
い
る
「
広
報
尾
三
消

防
」
を
活
用
し
て
い
る
。

関
心
肺
蘇
生
競
技
会
の
実
際
圏

実
際
の
競
技
会
で
は
、
「
心
肺
蘇
生
法
一
人
法
」

と
「
心
肺
蘇
生
法
二
人
法
」
の
二
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、

競
技
者
は
与
え
ら
れ
た
想
定
に
対
し
て
一
人
法
は
四

分
間
、
一
一
人
法
は
五
分
間
で
心
肺
蘇
生
法
を
実
施
す

る
。
そ
の
横
に
は
審
査
員
と
し
て
救
急
隊
員
が
お



り
、
一
連
の
流
れ
が
正
し
く
で
き
て
い
る
か
と
い
う

手
技
面
と
、
人
工
呼
吸
の
量
や
吹
き
込
み
時
間
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
お
け
る
圧
迫
の
深
さ
や
リ
ズ
ム
と

い
っ
た
効
果
面
の
二
方
向
か
ら
審
査
を
行
い
、
点
数

化
し
て
い
る
。

こ
の
「
心
肺
蘇
生
法
競
技
会
」
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、
救
命
講
習
を
受
講
し
、
「
修
了
証
」
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
し
か
し
、
講
習
会
を

受
講
し
て
い
れ
ば
、
心
肺
蘇
生
法
の
流
れ
は
大
体
理

解
で
き
る
の
で
、
実
際
見
た
目
で
は
優
劣
を
つ
け
る

の
は
難
し
い
の
だ
と
い
う
。
「
結
果
と
し
て
優
劣
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
細
か
い
と
こ
ろ
(
効

果
の
面
)
で
し
か
差
別
化
で
き
な
い
の
で
す
が
、
よ

り
正
確
な
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
競

技
会
の
目
的
・
ね
ら
い
で
も
あ
り
ま
す
。
」
と
中
根

課
長
は
語
る
。

平
成
一
七
年
度
の
競
技
会
で
は

A
E
D
を
用
い
た

心
肺
蘇
生
法
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
改
訂
に
伴
う
想
定
の
変
更
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら

し
、
参
加
者
か
ら
も
「
競
技
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
実
際
に
現
場
に
居
合
わ
せ
た
時
、
自
信
を
持

っ
て
応
急
手
当
が
で
き
そ
う
だ
。
」
等
の
声
が
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

盟
尾
三
消
関
本
部
に
お
け
る
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
へ
の
取
組
み
盟

平
成
二
年
の
モ
デ
ル
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
尾

三
消
防
本
部
で
は
、
六
箇
所
の
署
・
出
張
所
に
三
O

人
規
模
の
講
習
会
を
常
時
開
設
で
き
る
よ
う
、
訓
練

人
形
等
の
資
器
材
を
配
備
し
、
常
に
受
講
希
望
者
の

要
望
を
汲
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。
中
根
課
長

は
、
「
せ
っ
か
く
や
る
気
に
な
っ
て
く
れ
た
の
に
、

こ
ち
ら
の
都
合
で
受
け
入
れ
な
い
の
は
失
礼
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
た
と
え
一
人

で
あ
っ
て
も
講
習
会
を
や
り
ま
す
し
、
夜
の
九
時
ま

で
講
習
可
能
と
し
て
い
ま
す
。
」
と
語
る
。

平
成
一
一
年
の
モ
デ
ル
事
業
を
き
っ
か
け
に
、
毎

年
平
均
三
、
二
O
O
人
程
度
の
修
了
者
を
養
成
し
て

い
る
。
当
初
は
平
成
二

0
年
度
ま
で
に
二
万
一
、

0

0
0
人
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
既
に
こ
の
目
標
は

達
成
さ
れ
た
た
め
、
今
後
は
、
新
た
に
管
内
人
口
の

二
O
%
と
な
る
三
万
三
、

0
0
0
人
を
目
標
に
掲

げ
、
既
修
了
者
と
併
せ
て
五
万
人
の
講
習
受
講
者
を

目
指
し
て
い
く
。

管
内
人
口
一
六
万
八
、

0
0
0
人
、
総
職
員
数
一

八
三
人
で
、
年
間
平
均
三
、
二
O
O
人
の
養
成
は
、
全

国
的
に
見
て
も
か
な
り
多
い
。
こ
の
背
景
に
は
前
述

し
た
講
習
受
け
入
れ
体
制
の
他
に
、
指
導
者
の
確
保

に
も
特
長
が
あ
る
。
講
習
に
つ
い
て
は
尾
三
消
防
本

部
消
防
長
が
認
定
し
た
応
急
手
当
指
導
員
が
当
た
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
総
職
員
数
の
七
O
%
が
指

導
員
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
と
と
も
に
、
な
ん

と
九
二
%
に
当
た
る
職
員
が
、
救
急
隊
員
資
格
を
有

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
救
急
隊
員
資
格
が
ベ
ー
ス

に
あ
り
ま
す
の
で
、
レ
ベ
ル
の
高
い
指
導
員
を
認
定

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」
と
中
根
課
長
は
言
う
。

管
内
で
発
生
す
る
心
肺
停
止
事
例
は
、
年
間
約
一

0
0
例
程
度
。
平
成
一
七
年
の
パ
イ
ス
タ
ン
ダ

I
C

P
R
実
施
率
は
約
四
O
%
と
、
年
々
実
施
率
も
高
ま

っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

覇
今
後
の
展
望
盟

A
E
D
の
普
及
に
伴
い
、
今
後
救
命
率
の
向
上
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
愛
知
県
は
、
平
成
一
六
年
度
内

に
県
の
施
設
す
べ
て
に

A
E
D
を
配
置
し
て
い
る
普

及
率
の
高
い
県
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

A
E
D

だ
け
が
一
人
歩
き
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
心
肺
蘇

生
法
の
普
及
を
あ
く
ま
で
も
ベ

1
ス
に
、

A
E
D
の

正
し
い
普
及
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

中
根
課
長
は
言
う
。
「
心
肺
蘇
生
法
競
技
会
に
つ
い

て
は
、
消
防
(
救
急
)
広
場
等
、
広
く
市
民
・
町
民

が
消
防
と
の
関
わ
り
合
い
を
も
て
る
機
会
を
設
け
、

そ
の
中
で
こ
の
競
技
会
が
よ
り
多
く
の
方
々
の
自
に

付
く
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ
の
参
加
者
た
ち
が
行
う
「
行

為
」
自
体
が
、
皆
に
「
勇
気
」
や
「
意
義
」
を
与
え

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
参
加
者
を
幅
広
く
募
集
し
て
、
学
生
、
企
業
、

消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
、

A
E
D
設
置
事
業
所
等
、

多
く
の
人
を
巻
き
込
ん
で
、
救
命
の
連
鎖
の
重
要
性

を
訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

輯
お
わ
り
に

昨
年
発
表
さ
れ
た
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
訂
に

よ
り
、
日
本
に
お
い
て
も
従
来
の
心
肺
蘇
生
法
の
手

技
や
考
え
方
に
変
更
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
「
消
防
の

指
導
に
つ
い
て
も
、
指
導
員
の
頭
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

分
か
り
ゃ
す
く
、
人
と
し
て
の
や
さ
し
さ
と
す
ば
ら

し
さ
を
一
緒
に
分
か
っ
て
も
ら
え
る
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
。
」
と
最
後
に
中
根
課
長
は
語
っ
た
。

今
年
度
の
競
技
会
で
は
、
新
し
く
な
っ
た
心
肺
蘇

生
法
が
披
露
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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一
普
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ー
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
お
け
る
応
急
手
当
の
普
及
活
動
|

文ー
l

前
編
集
委
員

吉
田

宏

平
成
一
六
年
の
七
月
か

5
一
般
市
民
に
も
自
動
体
外
式
除
細
動
器
(
以
下
、
「
A
E
D
」
と
い
う
。
)
の
使
用
が

認
め
う
れ
、
全
国
で
も
空
港
や
学
校
と
い
っ
た
公
共
施
設
等
へ
の
設
置
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

今
回
は
、
昨
年
、

A
E
D
を
設
置
し
た
高
校
野
球
の
聖
地
で
あ
る
「
甲
子
園
球
場
」
に
焦
点
を
当
て
、
主
催
者

で
あ
る
日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
と
甲
子
園
球
場
を
管
轄
す
る
西
宮
市
消
防
局
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
う
、
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

関
西
宮
市
消
防
局
に
お
け
る
普
及
啓
発
瞳

甲
子
園
球
場
を
管
轄
す
る
西
宮
市
消
防
局
で
は
、

春
の
選
抜
大
会
、
夏
の
選
手
権
大
会
の
期
間
中
は
、

五
名
の
職
員
を
球
場
に
待
機
さ
せ
て
救
急
体
制
を
整

備
し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
る
。

管
轄
消
防
署
で
あ
る
鳴
尾
消
防
署
で
は
、
従
来
か

ら
甲
子
園
球
場
と
協
議
し
、
広
報
の
一
環
と
し
て
球

場
内
の
ア
ス
ト
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
用
し
て
、
「
脱
水

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
」
、
「
応
急
手
当
を
受
講
し
ま

し
ょ
う
」
と
い
う
文
字
を
一
五
秒
程
度
放
映
し
、
来

場
者
へ
注
意
を
促
し
て
き
た
。
ま
た
、
大
会
運
営
に

携
わ
る
一

O
O
名
以
上
の
ガ
ー
ド
マ
ン
や
臨
時
職
員

に
対
し
て
は
、
大
会
開
催
前
に
救
命
講
習
会
を
開
催

し
、
心
肺
蘇
生
法
等
を
指
導
し
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
る
。

毎
年
何
十
万
人
と
い
う
来
場
者
が
訪
れ
る
甲
子
園

球
場
で
は
、
さ
ぞ
救
急
件
数
も
多
い
の
だ
ろ
う
と
西

宮
市
消
防
局
消
防
部
救
急
課
の
坂
本
課
長
補
佐
に
お

話
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
「
幸
い
に
し
て
、
甲
子
園
球

場
内
に
お
け
る
心
肺
停
止
事
例
は
こ
れ
ま
で
一
件
も

あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
の
救
急
体
制
も
通
常
救
急
で
十

分
対
応
で
き
る
範
囲
で
す
。
」
と
言
う
。
さ
す
が
に

夏
の
大
会
で
は
暑
い
日
が
続
く
と
熱
射
病
や
脱
水
な

ど
で
救
護
所
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

過
去
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
最
近
で
は
そ
の
件
数

14 教怠救命第16号

も
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
「
広
報
の
効
果

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
た
す
べ

て
の
職
員
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
何
を
す
べ
き
か
を

理
解
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
場
で
応
急
手
当
を
実

施
で
き
、
安
易
に
救
急
隊
を
呼
ぶ
こ
と
が
な
く
な
っ

た
こ
と
が
件
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
語
る
。

瞳
「
心
臓
震
還
と
A
E
D
」
寵

こ
こ
数
年
、
「
心
臓
震
渥
」
と
い
う
言
葉
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
心
臓
震
塗
」
と
は
、
何
ら

か
の
原
因
で
胸
部
に
強
い
衝
撃
が
加
わ
り
、
心
停
止

状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
り
、
応
急
手
当
と

し
て
最
も
有
効
な
処
置
は
除
細
動
で
あ
る
。
実
際
に

ス
ポ
ー
ツ
競
技
中
に
胸
に
ボ

I
ル
が
当
た
り
、
突
然

死
し
て
し
ま
っ
た
ケ
1
ス
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
早

期
に
除
細
動
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
競
技
場
な
ど

の
身
近
な
場
所
に
A
E
D
を
設
置
す
る
こ
と
が
必
要



に
な
る
。

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
昨
年
八
月
に
開
催
さ
れ

た
夏
の
選
手
権
大
会
で
は
、
日
本
高
等
学
校
野
球
連

盟
の
働
き
か
け
に
よ
り
甲
子
園
球
場
内
に
A
E
D
を

二
台
設
置
す
る
と
と
も
に
、

A
E
D
の
普
及
啓
発
を

目
的
と
し
て
、
従
来
の
文
字
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

イ
ラ
ス
ト
・
動
画
を
用
い
た
映
像
を
作
成
し
、
ア
ス

ト
ロ
ビ
ジ
ョ
ン
に
映
し
出
し
た
。

日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
(
以
下
、
「
高
野
連
」
と

い
う
。
)
の
田
名
部
参
事
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
に

つ
い
て
、
「
野
球
で
も
日
常
的
に
事
故
は
っ
き
も
の

で
す
か
ら
、
未
然
の
防
止
対
策
を
ど
れ
だ
け
と
っ
て

い
た
か
、
い
ざ
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に

素
早
い
対
応
が
と
れ
た
か
、
そ
の
両
方
が
で
き
て
い

な
け
れ
ば
主
催
者
責
任
を
関
わ
れ
で
も
仕
方
が
あ
り

ま
せ
ん
。
少
々
費
用
が
か
か
っ
て
も
、
ま
ず
は
先
陣

を
き
っ
て
高
校
野
球
の
聖
地
で
あ
る
甲
子
園
球
場
か

ら
A
E
D
を
導
入
し
て
、
広
く
広
報
を
行
い
、
一
般

の
方
々
に
A
E
D
と
い
う
器
械
が
あ
る
こ
と
を
ま
ず

は
知
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
」
と
語
る
。

盟
高
野
連
に
お
け
る

A
E
D
普
及
の
取
組
み
瞳

前
述
の
と
お
り
、
高
野
連
は
他
の
ア
マ
チ
ュ
ア
野

球
団
体
と
連
携
し
て
、
積
極
的
に
野
球
場
へ
の

A
E

D
設
置
を
呼
び
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
指
導
者
を
は

じ
め
、
大
会
運
営
に
従
事
す
る
者
、
施
設
関
係
者
に

A
E
D
の
使
用
を
含
め
た
応
急
手
当
を
身
に
付
け
る

よ
う
要
望
書
を
出
し
て
い
る
。
実
際
に
田
名
部
参
事

も
消
防
署
で
救
命
講
習
を
受
講
し
て
い
る
が
、
「
体

育
教
員
の
中
に
は
体
育
大
学
で
心
肺
蘇
生
法
を
学
ん

で
き
て
い
る
者
も
い
る
が
、
学
校
側
と
し
て
は
、

A

E
D
は
最
近
の
出
来
事
な
の
で
、
教
員
の
み
な
ら
ず

生
徒
も
一
緒
に
受
講
す
る
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
で
、
併
せ
て
多
く
の
学
校
に
A
E
D
が

設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
い
ざ
と
い
う
と
き
慌
て
て
し
ま
い
が
ち

な
の
で
、
と
っ
さ
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
繰
り
返

し
受
講
し
た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
語
る
。

高
野
連
で
は
、
昨
年
の
要
望
を
踏
ま
え
、
全
国
の

球
場
に
ど
れ
だ
け
A
E
D
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
、

加
盟
校
の
指
導
者
等
が
ど
れ
だ
け
救
命
講
習
を
受
講

し
た
か
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
予
定
で

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

盟
更
な
る
応
急
手
当
の
普
及
を
目
指
し
て
瞳

今
回
訪
れ
た
西
宮
市
消
防
局
で
は
、
年
間
九
、

0

0
0
人
程
度
の
市
民
に
対
し
て
救
命
講
習
を
実
施
し

て
お
り
、
特
に
一
般
市
民
に
A
E
D
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
か
ら
は
、
受
講
人
員
が
増
え
て
い
る
と
い

う
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
教
訓
か
ら
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と

い
う
意
識
が
市
民
の
間
に
浸
透
し
て
き
で
お
り
、
「
A

E
D
が
受
講
を
促
す
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

A
E
D
の
使
用
だ
け

で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
、
坂
本
課
長
補

佐
は
語
る
。

一
方
、
高
野
連
の
田
名
部
参
事
は
、
「
事
故
を
な

く
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
何
度
も
起
こ
る
よ
う

な
事
故
に
つ
い
て
は
必
ず
何
ら
か
の
原
因
が
あ
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
の
原
因
を
追
究
し
て
、
常
に
事
故

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
関
心
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
」
と
語
る
。

ま
た
、
本
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
春
の
選
抜
大
会

に
お
い
て
も
、
昨
年
同
様
に
A
E
D
の
広
報
が
実
施

さ
れ
た
が
、
「
心
臓
震
渥
」
が
起
こ
り
う
る
の
は
、
決

し
て
野
球
、
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
ケ
ガ
や

事
故
は
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
き
も
の
で
あ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
は
応
急
手
当
の
知
識
は
必
須

で
あ
り
、
こ
の
高
校
野
球
で
の
取
組
み
を
き
っ
か
け

に
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に
も
A
E
D
を
含
め
た
応
急
手

当
が
広
が
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
坂
本
課
長
補
佐
は
語

る。醐
お
わ
り
に
瞳

甲
子
園
球
場
は
来
年
か
ら
、
三
年
計
画
で
改
装
工

事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
一

O
台
の

A

E
D
の
設
置
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
高
野
連
で
は
、
「
心
臓
震
翠
」
を
防
護
す
る
器

具
の
開
発
に
も
着
手
し
て
い
る
そ
う
だ
。

全
国
的
に
設
置
が
進
ん
で
い
る
A
E
D
。
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
は
あ
る
が
、
確
実
な
心
肺
蘇

生
法
が
実
施
で
き
る
人
聞
が
い
な
け
れ
ば
、
救
命
率

の
向
上
は
期
待
で
き
な
い
。

A
E
D
の
効
果
を
最
大

限
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ハ
ー
ド
の
普
及
だ
け

で
な
く
、
人
材
の
育
成
も
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い

る
こ
と
を
啓
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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急
救
命
九
州
研
修
所
に
お
け
る

薬
剤
(
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
)
投
与
追

は
じ
め
に

救
急
救
命
九
州
研
修
所
で
は
全
国
の
消
防
職
員
(
救
急

隊
員
)
に
対
し
て
、
年
二
回
計
四

O
O名
の
救
急
救
命
士

の
養
成
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
約
四
、

0
0
0名

余
り
の
救
急
救
命
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

救
急
救
命
士
法
制
定
か
ら
一
五
年
目
と
い
う
節
目
で
も

あ
る
本
年
四
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
医
師
の
具
体
的
な
指

示
下
に
お
い
て
薬
剤
(
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
)
投
与
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
わ
が
国
の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ケ
ア
は

ま
た
新
た
な
段
階
を
迎
え
、
救
命
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
薬
剤
投
与
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
既
に
救
命
士

資
格
を
取
得
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
講
習
及

び
病
院
実
習
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
修
了
し
た

上
で
、
各
都
道
府
県
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
に
お
い
て
認
定
登
録
さ
れ
て
は
じ
め
て
実
施
が
可
能
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

」
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
救
急
救
命
士
の
全
国
的
な
養

書4

16 

講
習
に
つ
い
て

救
急
救
命
九
州
研
修
所

上
杉

救怠救命第16号

所
長

期
(
四
月

l
九
月
)
に
四
期
に
わ
た
り
毎
期
二

O
O名、

計
八

O
O
名
の
規
模
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

2 

薬
剤
投
与
追
加
講
習
の
先
行
実
施

お 的士ち
い追に一、今
て加実一昨年
一講施 O 年度
一習し名ーか
月のまをーら
一流し対月の
日れた象仔本
かと O と全拡
らし し国晶
一て たか九
二は 薬ら主
月、 弗j庁記
ま 投募翌
日ず 与の臨

習 いう実て関府習にを等及投閉ま、 追あ習
に研ま形習、の県生そ行をぴ与にで九 加つ (j)
お修すでを所ご内のれい用訓にわの州 講た芙
い所 a実行定協の地ぞ、、い練係た約研 習救施
てで実施うの力医元れそた用るり一修 を急に
はの魚しと病を療都のの実人講薬か所 先救先
、講三てい院得機道講後習形義剤月に 行命立

耕

成
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
と
し
て
は
、
全

国
の
救
急
救
命
士
免
許
取
得
済
み
の
消
防
職
員
を
対
象
と

し
て
、
こ
こ
救
急
救
命
九
州
研
修
所
に
お
い
て
、
平
成
一

八
年
度
か
ら
薬
剤
投
与
に
係
る
追
加
講
習
を
年
度
の
前
半

救急振興財団が行う薬剤投与追加講習の基本的な流れ図

救急救命士
(平成18年度以降の救急救命士国家試験合格者を除く。)

講習(186時限)
1プレテスト

2薬剤投与に必要な構造と機能
3心柿停止前後の病態

4薬剤投与が適応となる心停止の病態
5薬剤投与の基礎
6薬剤投与の実際
7薬剤投与のプロトコール

8薬剤投与とメディカルコントロール(MC)
9薬剤投与と生命倫理

10薬剤投与に関するリスクマネージメント
11筆記試験

12人形をfflいた基本手技の実習
13人形を用いた薬剤投与プロトコール実習

' 講習修了証明惑の交付
(九州研修所長名)

i 
医師の指示の下薬剤投与の実施



実
施
し
、
講
習
修
了
の
認
定
を
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
実
習
に
つ
い
て
は
最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
人
形
を
使
用
し
、

C
P
R
の
基
本
か
ら
静
脈
路
確
保
の

実
施
、
さ
ら
に
は
薬
剤
投
与
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
実
習

を
行
う
こ
と
を
通
じ
て
救
急

現
場
で
の
実
践
的
な
観
察
・

処
置
能
力
の
練
成
に
心
が
け

ま
し
た
が
、
そ
の
訓
練
効
果

の
確
認
に
つ
い
て
は
「
総
合

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」

と
い
う
形
で
実
技
試
験
を
二

日
間
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
薬
剤
投
与
追

補
版
の
執
筆
者
、
東
京
研
修

所
の
教
授
、
近
隣
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
医
師
な
ど
、

日
常
的
に
病
院
前
救
護
に
か

か
わ
っ
て
い
る
医
師
が
想
定

事
例
を
作
製
し
、
あ
わ
せ
て

実
技
の
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
演
習
に
つ
い
て

は
、
全
国
各
地
か
ら
救
急
救

命
士
養
成
施
設
の
関
係
者
、

消
防
、
医
療
機
関
の
関
係
者

な
ど
を
は
じ
め
四

0
0名
余

り
の
方
々
が
見
学
に
来
所
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
九
州
研
修
所
に

お
け
る
講
義
及
び
実
習
の
修

了
者
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
地
元
都
道
府
県
に
戻
っ

て
病
院
実
習
を
行
う
こ
と
に

国
よ
り
示
さ
れ
た
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
薬
剤
投
与

に
関
す
る
講
義
を
行
い
、
毎
日
の
講
義
の
復
習
と
し
て
毎

朝
の
確
認
試
験
を
行
う
と
と
も
に
中
間
試
験
を
二
回
実
施

し
、
最
後
に
、
講
習
効
果
の
確
認
の
た
め
に
修
了
試
験
を

な
り
ま
す
が
、
前
述
の
よ
う
に
薬
剤
投
与
の
実
施
資
格
の

最
終
的
な
認
定
は
、
各
都
道
府
県
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
協
議
会
が
行
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
病
院
実
習

を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
か
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
の
必

要
症
例
数
な
ど
、
修
了
認
定
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
行

う
か
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
か
な
り
差
異
が

見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

財
団
と
し
て
は
、
全
国
的
な
取
り
扱
い
の
公
平
性
に
も

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
実
習
病
院
と
の
間

で
、
二
当
直
程
度
(
五

O
時
限
)
の
病
院
実
習
を
前
提
と

し
た
実
習
協
定
を
結
ぶ
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
に
立
ち

つ
つ
、
こ
れ
を
超
え
た
実
習
が
必
要
と
さ
れ
た
場
合
に

は
、
以
後
の
取
り
扱
い
を
講
習
生
の
所
属
消
防
本
部
と
当

該
病
院
の
間
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
、
日
時
を
改
め
て
再

実
習
を
行
う
こ
と
な
ど
も
含
め
て
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
対
応
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

3 

お
わ
り
に

今
回
の
先
行
実
施
に
お
い
て
は
、
全
国
の
消
防
本
部
よ

り
薬
剤
投
与
実
施
の
先
駆
け
と
な
る
べ
く
高
い
志
を
持
っ

た
練
達
の
救
急
救
命
士
が
集
い
ま
し
た
が
、
教
育
に
当
た

る
ス
タ
ッ
フ
も
、
救
命
士
養
成
課
程
と
の
二
正
面
作
戦
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
中
で
、
東
京
研
修
所
の
教
授
陣
は
も
と

よ
り
外
部
講
師
の
先
生
方
の
応
援
も
得
て
、
中
味
の
濃
い

講
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
研
修
所
と
し
て
は
、
こ
の
先
行
実
施
の
経
験
を
踏

ま
え
、
そ
の
実
施
結
果
に
つ
い
て
様
々
な
面
か
ら
検
証
し

つ
つ
、
四
月
か
ら
の
本
格
実
施
に
向
け
て
万
全
の
体
制
で

臨
む
べ
く
、
必
要
な
対
応
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
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鼠

疋
五

一一一回a

第
時
田

ー
「
ネ
ズ
ミ
買
い
上
、
げ
」
『
風
俗
画
報
』

交
番
の
前
で
あ
ろ
う
か
。
何
人
も
の
人
が
巡
査
(
今

の
警
官
)
を
と
り
囲
ん
で
い
る
。
女
も
子
ど
も
も
い

る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
何
か
を
箆
や
盆
に
載
せ
、

あ
る
い
は
竿
に
刺
し
、
手
に
提
げ
て
、
巡
査
に
差
し

出
し
て
い
る
。

い
っ
た
い
何
を
巡
査
に
差
し
出
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
よ
く
見
る
と
、
そ
れ
は
ネ
ズ
ミ
で
あ
る
。

明
治
三
十
三
(
一
九

O
O
)
年
二
月
十
日
の
『
風

俗
画
報
』
に
載
っ
た
「
ネ
ズ
ミ
買
い
上
げ
」
の
光
景

を
描
い
た
絵
で
あ
る
。

な
ぜ
、
ネ
ズ
ミ
を
警
察
が
買
い
上
げ
た
の
か
?

そ
れ
は
当
時
の
人
び
と
を
恐
れ
さ
せ
た
ペ
ス
ト
防
疫

の
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
コ
レ
ラ
流
行
が
一
段
落
し
て
ホ
ッ
と

し
た
日
本
人
を
震
え
あ
が
ら
せ
た
の
が
ペ
ス
ト
で
あ

る
。
明
治
三
十
二
年
十
一
月
五
日
、
広
島
で
ペ
ス
ト

患
者
第
一
号
が
発
生
、
死
亡
し
た
。
つ
づ
い
て
神
戸

で
少
年
、
大
阪
で
少
女
が
ペ
ス
ト
で
死
亡
し
た
。

ベ
ス
ト
は
ネ
ズ
ミ
に
寄
生
す
る
ノ
ミ
の
血
液
中
に

い
る
極
微
の
ペ
ス
ト
蕗
に
よ
っ
て
お
こ
る
急
性
伝
染

病
、
人
間
の
病
気
の
中
で
も
っ
と
も
死
亡
率
の
高
い

疫
病
で
あ
る
。

ベ
ス
ト
の
犠
牲
に
な
っ
た
少
年
少
女
た
ち
は
、
い

ず
れ
も
ベ
ス
ト
流
行
地
で
あ
る
台
湾
を
経
由
し
て
輸

入
さ
れ
た
原
綿
に
巣
く
っ
て
い
た
ネ
ズ
ミ
、
そ
の
ネ

ズ
ミ
に
寄
生
し
て
い
た
ノ
ミ
の
血
液
中
に
い
た
ペ
ス

ト
菌
に
感
染
し
、
発
病
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
ペ
ス
ト
は
中
部
地
方
を
経
て
、
東
京
に

自
前
と
い
う
こ
の
年
の
十
二
月
三
十
日
、
報
知
新
聞

は
「
鼠
廿
万
疋
の
買
上
、
一
疋
五
銭
、
十
疋
五
十
銭
、

百
疋
五
円
」
と
い
う
見
出
し
で
、
東
京
市
が
ベ
ス
ト

防
疫
の
た
め
ネ
ズ
ミ
二
十
万
匹
の
買
い
上
げ
を
臨
時

市
議
会
で
決
議
し
、
交
番
ヘ
ネ
ズ
ミ
を
持
っ
て
行
け

ば
引
換
券
と
取
替
え
、
そ
れ
を
区
役
所
へ
持
っ
て
行

け
ば
一
匹
五
銭
に
な
る
、
と
報
じ
て
い
る
。

当
時
、
そ
ば
一
杯
が
一
銭
八
厘
、
風
呂
代
が
二
銭

一

一

授

刀
口
撒

叩
仰
心
的

立
町

文

救急救命第16号

プロフィール

たっかわ しょうじ

医療史専攻。文化史・生活史

の視点か5病気・医療を追
究。主な著書に、 f病気の社
会史j(NHKプ、ツクス)r歴
史紀行・死の風景J(朝日新
闇社)r臨死のまなざしJ(新
潮社)rか5だの文化誌J(文
璽春秋)r生と死の美術館J
(岩波書届)r日本人の死生
観J(筑摩書房)など。

五
厘
、
あ
ん
ば
ん
が
一
銭
だ
っ
た
か
ら
、
五
銭
と
い

え
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
金
額
だ
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
に
は
じ
ま
っ
た
ネ
ズ
ミ
買
い
上
げ

に
よ
り
、
全
国
で
捕
ら
え
ら
れ
た
ネ
ズ
ミ
の
数
は
一

年
間
で
ほ
ぼ
三
百
万
匹
、
東
京
で
は
百
万
匹
を
こ

え
、
一
戸
平
均
十
三
匹
の
ネ
ズ
ミ
を
捕
っ
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
買
い
上
げ
に
東
京
市
は
一
年
間
に
四
万

余
円
の
予
算
を
費
や
し
た
。

集
め
ら
れ
た
何
百
万
匹
の
ネ
ズ
ミ
は
石
炭
酸
・
昇

平
水
水
に
浸
し
て
樽
詰
め
に
さ
れ
、
火
葬
場
で
焼
き
す

て
ら
れ
た
。

当
時
、
世
間
で
は
ネ
ズ
ミ
捕
り
を
商
売
に
す
る
者

ま
で
あ
ら
わ
れ
、
腕
の
よ
い
者
は
月
に
百
二
十
円
も

稼
ぎ
、
賛
沢
な
生
活
を
す
る
者
さ
え
い
た
。
名
作
『
金

色
夜
叉
』
で
名
高
い
小
説
家
尾
崎
紅
葉
に
「
鼠
一
疋

五
銭
」
と
題
し
た
次
の
句
が
あ
る
。

霜
の
手
の
銭
や
鼠
を
売
り
て
来
し



と
こ
ろ
で
、
一
匹
五
銭
で
買
い
上
げ
ら
れ
た
ネ
ズ

ミ
何
百
万
匹
が
焼
却
さ
れ
て
か
ら
百
年
た
っ
た
日
本

で
、
こ
ん
ど
は
ニ
ワ
ト
リ
何
百
万
羽
が
巨
大
な
穴
に

埋
め
ら
れ
る
光
景
を
私
た
ち
は
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と

に
な
っ
た
。

今
日
、
世
界
の
脅
威
に
な
っ
て
い
る
烏
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
ニ
ワ
ト
リ
が
大
量
に
処
分
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

ペ
ス
ト
や
コ
レ
ラ
な
ど
感
染
症
の
恐
怖
は
遠
い
昔

話
と
思
い
込
ん
で
い
た
現
代
人
は
、
い
ま
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
人
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
な
る

恐
怖
、
牛
の

B
S
E
が
人
の
病
気
に
な
る
恐
怖
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。
疫
病
の
時
代
は

終
わ
っ
て
い
な
い
!
こ
と
を
知
る

と
と
も
に
、
動
物
の
病
気
が
い
か

に
人
間
の
い
の
ち
と
深
い
関
わ
り

を
も
っ
て
い
る
か
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

福岡樹 ~ムヰ
「ネズミ買い上げJr風俗画報j 明治33年2月10日

ペ
ス
ト
の
恐
怖
は
遠
の
い
た

が
、
じ
つ
は
、
ネ
ズ
ミ
の
話
題
は

明
治
で
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な

、U

昭
和
元
(
一
九
二
六
)
年
、
東

京
・
日
本
橋
の
白
木
屋
(
現
・
東

急
デ
パ
ー
ト
)
は
ネ
ズ
ミ
一
匹
五

銭
で
買
い
上
げ
る
と
い
う
新
聞
広

告
を
出
し
て
い
る
。

昭
和
三
十
四
(
一
九
五
九
)
年

に
は
神
戸
市
で
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
食

中
毒
が
発
生
、
三
人
が
死
亡
し

た
。
市
は
網
か
ご
製
の
ネ
ズ
ミ
捕

り
を
無
料
で
家
庭
に
配
布
し
、
ネ

ズ
ミ
一
匹
十
円
で
買
い
上
げ
た
。

そ
の
頃
の
漫
画
「
サ
ザ
エ
さ

ん
」
に
は
、
ネ
ズ
ミ
は
磯
野
家
の
家
族
の
よ
う
に
よ

く
登
場
し
て
く
る
。
戦
後
の
都
市
開
発
で
ネ
ズ
ミ
は

ま
す
ま
す
暮
ら
し
ゃ
す
く
な
っ
て
い
っ
た
。

『
昭
和
家
庭
史
年
表
』
(
家
庭
総
合
研
究
会
編
)

に
よ
る
と
、
昭
和
四
十
四
(
一
九
六
九
)
年
に
は
ク

マ
ネ
ズ
ミ
や
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
の
大
繁
殖
で
ネ
ズ
ミ
捕
り

会
社
が
大
繁
盛
し
、
昭
和
五
十
二
(
一
九
七
七
)
年

に
は
名
古
屋
で
乳
児
が
ネ
ズ
ミ
に
噛
ま
れ
て
死
亡
し

た
事
件
が
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
東
京
都
渋
谷
の
広
尾
と
い
え
ば
都
心
の
繁

華
街
。
そ
の
路
地
裏
に
祥
雲
寺
と
い
う
お
寺
が
あ

る。
そ
の
墓
地
の
右
手
に
、
大
き
く
「
鼠
塚
」
と
刻
ま

れ
た
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
も
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年
か
ら
三
十
四
年
に
わ
た
る
ベ
ス
ト

流
行
に
さ
い
し
、
防
疫
処
置
の
た
め
捕
獲
さ
れ
焼
却

さ
れ
た
ネ
ズ
ミ
た
ち
の
慰
霊
碑
で
あ
る
。
碑
の
裏
面

に
は
次
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

数
知
れ
ぬ
ね
ず
み
も
さ
ぞ
や
う
か
ぶ
ら
ん

こ
の
石
塚
の
重
き
め
ぐ
み
に

日
本
人
は
碑
を
建
て
る
の
が
好
き
な
国
民
で
あ

り
、
動
物
慰
霊
碑
も
少
な
く
な
い
が
、
ネ
ズ
ミ
を
供

養
し
た
碑
は
お
そ
ら
く
こ
の
碑
だ
け
で
あ
ろ
う
。

東
京
都
心
の
谷
間
に
、
明
治
の
ペ
ス
ト
流
行
史
を

し
の
ぶ
お
そ
ら
く
唯
一
の
史
跡
で
あ
る
「
鼠
塚
」
が
、

今
も
人
知
れ
ず
立
ち
つ
く
し
て
い
る
:
・
・
。
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救急救命士をめざす人たちへ

MESSAGE 

救

急

京

赴
任
を
ふ
り
え
っ
て

ー
救
急
救
命
士
の
現
在
@
過
去
@
未
来
|

平
成
二
二
年
四
月
、
そ
れ
ま
で
麻
酔
業
務
に
従
事
し
て

ま
し
た
。
爾
来
約
五
年
、
二

O
期
か
ら
二
九
期
ま
で
約
三
、

い
ま
し
た
が
、
総
合
診
療
的
プ
ラ
イ
マ
リ
l
ケ
ア

I
医
な

0
0
0
名
の
卒
業
生
の
教
育
に
関
与
し
た
わ
け
で
す
が
、

ど
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
模
索
し
て
い
た
こ
ろ
当
研
修
所
へ
の

省
み
て
汗
顔
の
至
り
で
す
。
こ
の
た
び
原
稿
依
頼
を
受
け

赴
任
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
実
力
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず

ま
し
た
が
、
国
家
試
験
を
控
え
た
研
修
生
対
応
や
来
期
の

医
療
従
事
者
へ
の
教
育
に
は
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
自
治

研
修
準
備
の
中
で
相
当
焦
っ
て
本
文
を
執
筆
し
て
い
る
事

医
科
大
学
救
急
医
学
教
授
鈴
川
先
生
、
同
麻
酔
科
学
教
授

情
を
お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、
乱
文
、
乱
筆
に
は
な
に
と

瀬
尾
先
生
の
ご
努
力
も
あ
り
、
話
は
ス
ム
ー
ズ
に
決
定
し

ぞ
読
者
の
皆
様
の
ご
容
赦
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、
当
方
が
こ
の
研
修
所
に
赴
任
中
に

救
急
救
命
士
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変

革
を
遂
げ
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て
の
規
制
緩

和
と
行
政
改
革
の
大
波
は
救
急
救
命
士
制
度

と
も
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

塙
矢
が
平
成
二
一
一
年
に
起
き
た
秋
田
県
秋
田

市
で
の
救
急
救
命
士
と
気
管
挿
管
に
関
す
る

報
道
で
す
。
こ
れ
は
救
急
救
命
士
の
業
務
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
出
来
事
で
す
の
で
、

紙
面
を
借
り
て
略
述
し
ま
す
。
秋
田
県
内

で
、
当
時
医
師
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か

11吉

救急救命東京研修所教授

文一菊池っ
た
気
管
挿
管
を
救
急
救
命
士
が
約
五
年
半
の
聞
に
一
、

五
O
O
件
以
上
行
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
気

管
挿
管
は
救
急
救
命
士
が
高
度
の
救
急
救
命
処
置
と
し
て

行
え
る
、
救
急
救
命
士
法
に
い
う
特
定
行
為
に
入
っ
て
い

な
い
の
で
、
医
師
法
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
し

た
。
し
か
し
、
救
急
救
命
士
の
死
に
瀕
し
た
傷
病
者
を
前

に
し
て
法
を
犯
す
罪
悪
感
と
見
殺
し
に
す
る
罪
悪
感
と
の

相
克
、
慎
悩
、
疑
問
は
、
医
学
界
の
み
な
ら
ず
各
方
面
へ

多
く
の
問
題
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。
法
律
遵
守
か
命
が
大

切
か
と
い
う
見
出
し
で
、
新
開
ほ
か
の
マ
ス
コ
ミ
で
問
題

提
起
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
、

総
務
省
(
消
防
庁
)
、
日
本
医
師
会
、
関
連
学
会
(
日
本

救
急
医
学
会
、
日
本
麻
酔
科
学
会
、
日
本
臨
床
救
急
医
学

会
、
日
本
蘇
生
学
会
)
が
そ
れ
ぞ
れ
救
急
救
命
士
に
よ
る

気
管
挿
管
の
是
非
に
つ
き
そ
の
意
見
並
ぴ
に
業
務
改
善
の

方
向
性
な
ど
を
表
明
し
、
規
制
強
化
か
規
制
緩
和
か
い
ず

れ
に
な
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
し
た
。
当
時
、
こ

の
問
題
を
題
材
の
一
つ
と
し
て
学
会
発
表
を
し
ま
し
た

救怠政命第16号 20



が
、
今
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
踏
み
込
み
の
足
り
な
い
感

が
否
め
ま
せ
ん
D

こ
の
広
く
社
会
全
体
に
投
げ
か
け
ら
れ

た
大
き
な
問
題
に
は
、
国
民
全
体
が
納
得
す
る
解
決
策
が

必
要
で
し
た
。
こ
の
論
争
の
結
果
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と

お
り
現
在
解
決
を
み
て
い
ま
す
が
、
読
者
の
先
輩
た
ち
の

多
大
な
努
力
や
国
民
の
期
待
を
背
景
に
し
た
世
論
が
大
き

な
う
ね
り
と
な
り
、
業
務
拡
大
に
結
実
し
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
突
破
口
と
し
て
、

円)ロ

z
z
o
g〈
H
，
に
対
す
る
指
示
な
し
除
細
動
、
心
肺
停

止
傷
病
者
へ
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
静
脈
内
投
与
な
ど
業
務

拡
大
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
ま
し
た
。
当
時
の
医
学
界
の

雰
囲
気
を
知
る
者
に
と
り
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
時
々

刻
々
と
変
化
す
る
傷
病
者
の
病
態
に
直
接
対
峠
す
る
救
急

救
命
士
に
と
り
侵
襲
性
の
高
い
業
務
に
法
的
な
裏
づ
け
が

で
き
た
こ
と
は
、
次
代
を
担
う
救
急
救
命
士
に
な
ろ
う
と

す
る
者
に
と
っ
て
大
き
な
福
音
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す。
し
か
し
、
拡
大
し
た
業
務
は
傷
病
者
に
対
し
侵
襲
性
が

高
い
た
め
、

一
層
の
研
鑓
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
義
務

を
伴
い
、
責
任
が
重
く
な
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

前
記
を
踏
ま
え
、
当
研
修
所
は
救
急
救
命
士
の
国
家
試

験
の
合
格
を
究
極
の
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
予

備
校
的
な
知
識
の
媛
小
化
を
も
た
ら
す
教
育
は
避
け
た
い

と
考
え
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
学
習
よ
り
も
基
礎
知
識
の
展

開
能
力
を
養
成
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
マ

ユ
ア
ル
の
実
践
に
は
思
考
力
や
判
断
、
推
理
力
は
不
要
で

あ
り
、
考
え
る
必
要
が
な
い
か
ら
で
す
。
ま
だ
ま
だ
当
方

の
力
不
足
で
、
開
花
ま
で
に
は
ま
だ
長
期
間
を
要
す

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
息
長
く
粘
り
強
く
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
初
期
の
教
育
段
階
に
て
外
科
、
救
急
、
麻

酔
、
集
中
治
療
な
ど
専
門
医
の
適
切
な
指
導
を
受
け

る
こ
と
は
、
研
修
す
る
学
生
の
資
質
や
感
受
性
に
も

よ
り
ま
す
が
、

一
層
の
教
育
効
果
が
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
人
間
力
と
も
言
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
酒
養
も
今
後
の
医

療
現
場
で
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
す
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
過
渡
期
に
あ
る
救
急
救
命
士
制
度
発
足

後
十
余
年
を
経
た
救
急
医
療
の
現
場
は
、
時
々
刻
々

大
き
な
変
化
の
兆
し
を
字
み
推
移
し
て
い
ま
す
。
予

期
せ
ぬ
出
来
事
が
起
き
た
と
き
、
単
な
る
法
律
論
で

万
両
断
で
き
な
い
事
象
の
生
起
は
今
後
も
な
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
救
急
救
命
士
な
ど
の
卒
前
、
卒
後

教
育
(
座
学
、
実
習
)
に
、
研
修
機
関
が
信
頼
に
足

る
能
力
担
保
措
置
並
び
に
彼
ら
の
自
覚
や
責
任
感
醸

成
の
一
助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
所
以
で
あ
り

ま
す
。好

漢
自
重
せ
よ

好
漢
思
う
ま
ま
我
が
道
を
歩
め

こ
れ
は
、
私
が
こ
の
読
者
に
贈
る
矛
盾
し
た
メ
ッ

セ
l
ジ
で
す
。
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に聞すあ調査研究助成事業完ア報告

応急手当講習を効果的、効率的に実施する

ための指導者用教材はいかにあるべ告か

藤藤昇
財団法人東京救急協会指導課主査

は
じ
め
に

当
協
会
は
東
京
消
防
庁
の
外
部
団
体
で
あ
り
、
東
京
消

防
庁
か
ら
受
託
し
た
各
種
救
命
講
習
の
実
施
を
主
体
に
、

自
主
事
業
と
し
て
全
国
の
応
急
手
当
指
導
員
等
を
対
象
と

し
た
「
応
急
手
当
指
導
員
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
専
科

講
座
」
や
救
急
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
を
実
施
し
て
い

る。
こ
の
た
び
、
財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
の
「
救
急
に
関

す
る
調
査
研
究
事
業
助
成
」
を
受
け
て
、
「
応
急
手
当
講

習
を
効
果
的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
の
指
導
者
用
教

材
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
研
究
し
、
普
通
救

命
講
習
か
ら
上
級
救
命
講
習
ま
で
に
対
応
で
き
る
、
応
急

手
当
講
習
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
向
け
教
材
に
つ
い
て
、

指
導
書
及
び
視
聴
覚
教
材
を
作
成
し
た
の
で
報
告
す
る
。

2 
作
成イ
自ン
的ス
ト
フ
ク
タ

向
け
教
材
の

東
京
都
内
に
お
け
る
平
成
一
七
年
中
の
各
種
救
命
講
習

の
受
講
者
数
は
、
約
一
七
万
人
に
及
び
、
毎
年
増
加
し
て

い
る
。
受
講
者
は
行
政
機
関
や
大
企
業
職
員
、
医
療
職

種
、
町
会
員
な
ど
多
種
多
様
で
あ
り
、
講
習
の
規
模
も
数

百
名
に
及
ぶ
も
の
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
た
め
、
指
導
者
に
は
、
高
度
な
内
容
の
講
習
を
望

む
受
講
者
へ
の
対
応
や
、
大
規
模
講
習
の
効
率
的
実
施
方

法
な
ど
、
応
急
手
当
指
導
に
関
す
る
幅
広
い
知
識
と
技
術

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
前
記
の
「
応
急
手
当
指
導
員
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
専
科
講
座
」
に
お
い
て
も
、
指
導
経
験
の
少
な

い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
と
っ
て
も
有
用
な
、
救
命
講
習

指
導
に
関
す
る
詳
細
な
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
望
む
声
が
多
く

作成した指導書及び視聴覚教材 (DVD)
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寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
①
普
通
救
命
講
習
か
ら

上
級
救
命
講
習
ま
で
に
対
応
で
き
る
内
容
を
網
羅
し
て
い

る
こ
と
。
②
受
講
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
、
根
拠
を
踏
ま

え
て
わ
か
り
や
す
く
回
答
で
き
る
こ
と
。
③
指
導
上
の
ポ

イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
医
学
的
解
説
も
取
り
入

れ
る
こ
と
。
④
指
導
技
法
、
展
示
要
領
、
受
講
者
別
の
興

味
を
引
き
付
け
る
方
策
や
指
導
方
法
、
話
し
方
の
ポ
イ
ン

ト
も
取
り
入
れ
る
こ
と
。
特
に
視
聴
覚
教
材
で
は
、
①
誰

で
も
一
定
基
準
以
上
の
質
が
保
障
さ
れ
た
講
習
が
で
き
る

こ
と
。
②
動
画
は
、
音
声
に
よ
る
説
明
も
含
み
、
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
力
不
足
を
補
え
る
こ
と
。
③
実
技
の

時
間
等
も
考
慮
し
、
普
通
救
命
講
習
(
三
時
間
)
、
上
級

救
命
講
習
(
八
時
間
)
等
の
講
習
時
間
内
で
終
了
で
き
る

こ
と
。以
上
の
内
容
に
対
応
で
き
る
指
導
書
及
び
視
聴
覚
教
材



視聴覚教材 (DVD)を使用した講習高校生を対象とした講習

の
作
成
を
目
的
と
し
た
。

3 

調
査
研
究
の
方
法

ω
当
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
う
ち
、
指
導
経
験
豊

富
で
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る
人
名
を
検
討
委
員

と
し
た
委
員
会
方
式
に
よ
る
当
協
会
の
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ

の
集
約
。

例
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

B
L
S
・
J
P
T
E
C
等
各

プ
ロ
パ
イ
ダ
l

コ
l
ス
等
へ
の
参
加
に
よ
る
、
救
命
講

習
の
指
導
に
参
考
と
な
る
知
識
や
技
術
の
集
約
。

同
指
導
技
法
や
話
し
方
等
に
つ
い
て
、
専
門
家
及
ぴ
検

討
委
員
以
外
の
当
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
意
見
の

集
約
。

凶
作
成
過
程
の
指
導
書
及
び
視
聴
覚
教
材
(
動
画
)
を

用
い
た
講
習
の
実
施
と
そ
の
結
果
の
反
映
。

制
作
成
過
程
の
教
材
(
動
画
)
に
対
す
る
、
受
講
者
ア

ン
ケ
l
ト
調
査
の
実
施
と
結
果
の
反
映
。

制
作
成
過
程
の
指
導
書
及
ぴ
視
聴
覚
教
材
(
動
画
)
を

用
い
た
講
習
に
、
当
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
受
講

者
と
し
て
参
加
さ
せ
た
結
果
の
反
映
。

的
医
学
的
な
質
の
確
保
を
図
る
た
め
、
指
導
書
及
び
視

聴
覚
教
材
に
つ
い
て
医
師
(
総
監
修
一
日
本
医
科
大
学

救
急
医
学
山
本
保
博
主
任
教
授
、
技
術
監
修
一
日
本
医

科
大
学
救
急
医
学
教
室
高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
吉
田

竜
介
助
手
)
に
よ
る
監
修
。

4 

結
果

、、.，，，，1
 
(
 
指
導
書

指
導
書
は
、
指
導
の
原
則
や
指
導
技
法
、
受
講
者
に

応
じ
た
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
、
救
命
講
習
の
運
営
要
領

等
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
講
習
を
行
う
に
あ
た
っ
て

の
必
要
な
基
本
的
事
項
を
は
じ
め
、
応
急
手
当
の
重
要

性
、
観
察
、
人
工
呼
吸
、
心
肺
蘇
生
法
、

A
E
D
使
用

法
等
、
普
通
救
命
講
習
か
ら
上
級
救
命
講
習
ま
で
を
実

施
で
き
る
内
容
と
し
た
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
点
を
工
夫
し
た
。
①
イ
ラ
ス
ト

や
写
真
を
多
く
入
れ
わ
か
り
や
す
く
し
た
。
②
指
導
上

の
ポ
イ
ン
ト
や
手
技
に
対
す
る
医
学
的
な
解
説
を
加
え

た
。
③
指
導
に
必
要
な
解
剖
生
理
や
主
訴
・
局
所
状
態

の
観
察
要
領
を
加
え
た
。
④
質
疑
問
答
集
を
加
え
た
。

⑤
当
協
会
で
実
施
し
て
い
る
上
級
救
命
講
習
に
お
け
る

指
導
要
領
の
時
系
列
例
な
ど
、
救
命
講
習
に
必
要
な
内

容
を
網
羅
し
た
。

ω
視
聴
覚
教
材

(
D
V
D
)

指
導
書
を
基
に
実
際
の
救
命
講
習
時
に
必
要
と
さ
れ

る
内
容
を
動
画
に
取
り
入
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が

こ
の
映
像
を
講
習
時
に
流
す
だ
け
で
普
通
救
命
講
習
、

上
級
救
命
講
習
の
指
導
が
で
き
る
も
の
と
し
た
。

D
V
D
は
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ベ

l
ス
に
よ
り

指
導
で
き
る
よ
う
応
急
手
当
の
重
要
性
、
観
察
、
心
肺

蘇
生
法
、
外
傷
の
手
当
、
搬
送
法
等
に
分
類
し
、
選
択

し
た
項
目
に
つ
い
て
の
み
映
像
と
解
説
が
流
れ
る
よ
う

に
し
た
。
各
項
日
の
映
像
項
目
に
対
す
る
解
説
は
、
①

必
要
性
の
説
明
、
②
対
象
者
、
③
各
手
技
の
方
法
と
ポ

イ
ン
ト
を
、
音
声
と
と
も
に
静
止
画
又
は
テ
ロ
ッ
プ
で

流
し
、
最
後
に
一
連
の
流
れ
を
動
画
で
示
し
な
が
ら
復

習
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
応
急
手
当
普
及
員
等
の
講
習
時
に
必
要
な
解

剖
生
理
の
指
導
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
筋
骨
格
系
や

呼
吸
器
、
循
環
器
、
神
経
系
等
の
解
剖
生
理
図
を
取
り

入
れ
た
。

同
指
導
書
及
び
教
材

(
D
V
D
)
内
容
の
一
部
紹
介

ア
指
導
書
(
函
1
)

視
聴
覚
教
材

(
D
V
D
)
の
メ
ニ
ュ
ー
画
面
(
図
2
)
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ま
と
め

母盟U倒人工呼吸時に実施者の呼気が入ら立い原菌には、気還に築物古吉まって

いる場合、品苦いは気道や飾の疾患による場合もあるが、緊懇の事態では、

あれこれ原因を推測するよりは、まずは実施者自身の手投に原因があると

考えた|まうがよい。

換気がうまくいかない金主館因li、確実在気選議録がで吉てないことが

ある，(Di露認が後扇しすぎていないか、あるいは後屈が不十卦ではないか。

②下顎に当てた手の位蜜は正しいか(下顎の軟部組織を圧迫して立いか)‘

③傷病者の頭節の位留が左省のいずれかにねじれるような形で傾いて右い

が(特に頭節が妥結者側に傾いていることが多い)などを箆ちに穆認し、

修正後、再度人工呼吸を行う。

写真を使用し正しい手技と誤りやすい

手技を表示

うまくできにくい手技について

ポイントを解説

本
教
材
の

D
V
D
は
、
各
種
救
命
講
習
時
に
映
像
を
流

し
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
る

だ
け
で
指
導
で
き
る
よ
う
に
作
成
し
て
い
る
た
め
、
指
導

経
験
の
少
な
い
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
も
レ
ベ
ル
の
高
い

講
習
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
項
目
の
映
像
時
間
が
分
か
る

包帯法や傷病者管理等の

内容も含まれ

上級救命講習も可能

選択された項目が流れる

資料映像には応急手当

普及員講習で必要な

解剖生理の図も映写できる

圏1

た
め
、
講
習
で
の
時
間
管
理
が
し
や
す
く
、
一
一
一
時
間
、
四

時
間
等
の
講
習
時
間
の
中
で
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
常
は
一

0
0名
規
模
の
講
習
で

は
後
方
の
受
講
者
に
は
展
示
し
た
手
技
が
見
に
く
い
が
、

映
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
等
に
映
す
こ
と
に
よ
り
、
手
技
の
確

認
が
し
や
す
く
、
特
に
大
規
模
な
講
習
に
お
い
て
多
大
な

効
果
が
見
ら
れ
る
。

24 放急救命第16号

受講生100名での講習

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
教
材
の
活
用
に
よ
り
、
当
協

会
に
お
け
る
今
後
の
講
習
の
更
な
る
高
度
・
標
準
化
と
効

果
的
実
施
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

参
考
文
献

-
改
訂
5
版

救
急
救
命
士
標
準
テ
キ
ス
ト

図2

へ
る
す
出
版

・

人

体

の

図

詳

図

鑑

学

研

.
救
急
現
場
の
救
急
医
療
j
解
剖
・
生
理
学
と
観
察
j
荘
道
社

.
救
急
現
場
の
救
急
医
療
j
心
肺
蘇
生
法
と
臓
器
別
救
急

疾
患

l

荘
道
社

-
B
L
S
ヘ
ル
ス
ケ
ア
プ
ロ
パ
イ
ダ

l
(
日
本
版
)
中
山
書
庖

・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
l
ス
(
二

O
O
五
年
四
月
号
特
別
付

録

)

照

林

社

.
「
急
変
に
強
く
な
る
た
め
の
心
肺
蘇
生
法
の
基
本
と

A

E
D
使

い

方

ガ

イ

ド

」

照

林

社



日意に闘する調査研究助成事業完ア報告

AED教育プログラムの
に関する研究

PR 
開

曲崎元靖司堀進悟
慶謄義塾大学病院救急、部

は
じ
め
に

「
非
医
療
従
事
者
に
よ
る
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A

E
D
)
の
使
用
の
あ
り
方
検
討
会
」
報
告
書
(
平
成
一
六

年
七
月
、
厚
生
労
働
省
)
に
よ
り
、
一
般
市
民
が
手
近
に

あ
っ
た
A
E
D
で
救
命
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
医
師
法

違
反
に
な
ら
ず
、
刑
事
・
民
事
の
責
任
に
つ
い
て
も
、
人

命
救
助
の
観
点
か
ら
や
む
を
得
ず
行
っ
た
場
合
に
は
、
関

係
法
令
の
規
定
に
照
ら
し
、
免
責
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
邦
で
も
本
格
的
に
P

A

D

Q
己
豆
付
〉

22ω
口
広
F
品
目
巳
甘
口
)
が
可
能
と
な

っ
た
わ
け
で
あ
り
、
救
急
医
療
財
団
よ
り
「
一
般
市
民
の

た
め
の
自
動
体
外
式
除
細
動
器

(
A
E
D
)
講
習
」
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
米
国
心
臓
協
会
(
〉
自
己
片
言
出

g
E〉説。ー

巳
巳
芯
口
、
以
下
「
A
H
A
」
)
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

あ
る
同

g
2
8〈
R
〉
切
り
コ

l
ス
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
本
邦
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
A
E
D
の
普

及
が
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
講
習
会
も
今
後
の

普
及
が
期
待
さ
れ
る
段
階
で
あ
る
。

ま
た
、

A
E
D
を
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
専
門
的

な
知
識
が
不
要
で
あ
る
こ
と
、
操
作
が
極
め
て
簡
単
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
般
市
民
も
医
療
従
事
者
と
遜
色
な

く
A
E
D
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
研
究
も
欧

米
か
ら
は
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
報
告

も
本
邦
で
は
少
な
く
、
本
邦
の
一
般
市
民
が
適
切
に
A
E

D
を
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

、hv

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
慶
臆
義
塾
大
学
医
学
部
で

は
常
設
の
医
学
教
育
実
技
訓
練
施
設
(
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ

ュ
レ

1
シ
ョ
ン
ラ
ボ
)
を
平
成
一
五
年
八
月
に
設
置
し

た
。
そ
こ
に
日
本
救
急
医
学
会
認
定
I
C
L
S
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
資
格
を
も
っ
常
勤
の
管
理
者
(
看
護
師
)
を
一

名
配
置
し
た
こ
と
で
、
恒
常
的
な
C
P
R
+
A
E
D
講
習

会
の
開
催
が
可
能
に
な
り
、
慶
慮
義
塾
大
学
信
濃
町
キ
ャ

ン
パ
ス
の
全
教
職
員
(
非
医
療
従
事
者
を
含
む
)
向
け
の

講
習
会
を
平
成
一
五
年
二
一
月
よ
り
開
始
し
て
い
る
。
現

在
ま
で
本
邦
で
は
、
一
般
市
民
向
け
の
一
次
救
命
処
置
講

習
会
は
消
防
機
関
、
日
本
赤
十
字
社
等
が
主
体
で
あ
り
、

医
療
機
関
の
積
極
的
な
参
加
は
む
し
ろ
少
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、

O
S
C
E
や
ス
キ
ル
ラ
ボ
の
普
及
に
よ
り

今
後
は
医
療
機
関
も
一
次
救
命
処
置
の
普
及
を
担
う
組
織

と
し
て
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
研
究
の
目
的
は
、
川
本
邦
に
お
い
て
講
習
会
後
の
一

般
市
民
の

C
P
R
+
A
E
D
の
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
、
同
大
学
医
学
部
併
設
の
ス
キ
ル
ラ
ボ
に
お
け
る
講
習

会
開
催
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

方

法

)
 
-(
 

一
般
市
民
の

C
P
R
+
A
E
D
講
習
後
の
能
力

講
習
受
講
者

非
医
療
系
大
学
生
六

O
人
を
対
象
に
C
P
R
+
A
E

D
の
講
習
会
を
行
っ
た

(
A
群
)
。
対
照
と
し
て
匿
療

従
事
者
(
慶
慮
義
塾
大
学
病
院
看
護
師
)
に
も
講
習
会

を
行
い

(
B
群
)
、
講
習
会
終
了
直
後
に
実
技
評
価
と

筆
記
試
験
を
行
い
、
そ
の
成
績
を
比
較
し
た
。
両
群
と

も
、
実
技
評
価
と
筆
記
試
験
に
関
し
て
は
受
講
生
に
実

施
す
る
前
に
、
受
講
者
本
人
に
承
諾
を
得
て
行
っ
た
。

受
講
者
の
内
訳
を
表
l
に
示
す
。

講
習
指
導
者

25 
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講習受講者

一一一一一一一一一一 A群 B群

職 種 非医療系大学生 看護師

人 数 60人 13人

年 齢中央値(範囲) 21歳 (18~22歳) 28歳 (22~59歳)

実務経験年数中央値(範囲) 一一一一一一 3年(1~35年)

男 d性 30人(50%) 0人(0%) 

以前の講習会受講歴 中央値(範囲) 3回(1~ 5回) 2回(0~ 4国)

表1

A群

時間 内 n廿ヤ 実技/ビデオ 付 記

5分 開催に際して 挨拶・自己紹介
ー-ーーーーーーーーーーーーーーー-ー-ーー-ーーーーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーー一一一一.

10分 導入・人工呼吸まで ピデオ 意識の確認から人工呼吸まで
ー『甲山一ーーーーーーーーーー一一一一一四一一一一一一一ーーー一ーーー一一一一四一ーーーーーーーーー

10分 人工呼吸まで 実技 意識の確認から人工呼吸まで

30分 5分 感染防止 ビデオ 感染防止用デバイスの説明

5分 循環 ビデオ 循環サインの確認・心臓マッサージ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー一一ー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー山甲山ー一一一一一一一ーーーーーーーー.

15分 CPR 実技 意識の確認から心臓マッサージまで

5分 その他の事項 ピデオ 瑞ぎ呼吸・下顎挙上・回復体位
一一一回ーーーーーーーーー--司自司自ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--_.

60分 5分 質疑応答 質疑応、答

10分 休憩 休憩
ーーーー一一一一一--一一----- ーーーーーーーーーーーー一一一--------ーーーーーー ーーーーーーーーーー一一百一司自由--ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー----ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----・

15分 CPR 実技 シナリオ
ーーーーーーーーーーーー司自由自由一一------ーーーー ー--ーーーーーーーーーーー回一一一一一一ー一一一一ー一一四一ーー司ーーーーーー------ーーーー-

90分 5分 AED 実技 説明なしでAED使用に挑戦

10分 AED ビデオ AED解説
戸ーーーーーーーーーーーーーーーーー 一一一一一由一四一由一一一ーー四日ーーーーーーーーーー一ーーーーーーー】山一一一ー一ーーーーーーーー

125分 25分 CPR+AED 実技 CPR+ AED 

135分 10分 まとめ まとめ

165分 30分 OSCE OSCE 

180分 15分 アンケート等記載 アンケート記載・筆記試験

講習会力リキユラム表2

各
講
習
会
あ
た
り
、
指
導
者
数
は
一
名
。

A
群
の
指

導
者
は
指
導
経
験
を
有
す
る
救
急
隊
員
・
医
師
で
あ

り、

B
群
の
指
導
者
は
看
護
師
(
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
管
理
者
、
日
本
救
急
医
学
会
認
定
I

C
L
S
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)
が
担
当
し
た
。

講
習
会
内
容

講
習
内
容
は
両
群
と
も
、
成
人
に
対
す
る

C
P
R
と

A
E
D
の
使
用
法
に
眼
定
し
た
。

A
群
の
講
習
は
、

3 

般
市
民
向
け
の

A
E
D
講
習
会
と
し
て
世
界
的
な
標
準

と
な
っ
て
い
る

A
H
A
の
出

S
1
8〈
号
〉
巴
)
を
参
考

に
し
た
。
講
習
形
式
は
教
材
の
ビ
デ
オ
視
聴
と
実
技
を

く
り
返
す
(
者
忠
吾

F
S
P
R片
付
。
)
形
式
を
採
用

し
、
ビ
デ
オ
は
〉
同
〉
国

g
-
g〈
号
〉
開
り
を
研
究
目

的
に
限
定
し
て
邦
訳
し
て
使
用
し
た
。

B
群
は
医
療
従

事
者
で
あ
る
た
め
に
、
バ
ッ
ク
バ
ル
ブ
マ
ス
ク
(
以
下

の
使
用
法
も
含
め
た
講
習
と
し
た
。

A
群

「

B
V
M」
)

己群

時間 内 n廿ヤ 実技/ビデオ 付 記

5分 開催に際して 挨拶・自己紹介
ーーーーーーーー---一ーーーーーーー百一ーー一一一一--

5分 AED 実技 説明なしでAED使用に挑戦
ーーーーーーーー一一一一ー『ーーーーーーーーーーー『目白ー ー』【『ー『ーーー一一ーーーーーーーーー ー-ーーー一一一一ーー一ー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---一一一一一ー

10分 AED ピデオ AED解説
ーーーーーーーーーーー一一一一一ー四一一一一一一ーー---- 回一一由一一ーーー一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一ーーー一一一一四一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--一一ー一一

20分 AED 実技 CPR+AED 
ー一ーー一日甲山ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー一--ーーーーーーーー一一一一一ーー一一ーー-ー一一ー一一ー-ーーーーー

10分 CPR ピデオ 意識の確認から心臓マッサージまで
ー------一一---ーー一ーーー ーーーーーーーーーー一一一ーー一一ー-----ーーーーーー 一一一一一一一一一一一ーー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ーーー

25分 CPR 実技 意識の確認から心臓マッサージまで
ーーー一一一ー一一一ー一一一ーーーー ーーーーーーーーーーーー-ー-ー-ー一一一一一ー一一ー一一 一一一一一一ーーー一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一ーーーーーー

5分 休憩 休憩
ーーーーーー--ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 『一一一一一一一一一一ー一巳ーーーー一一一ー一一一一一一ーーーーーーー-ーーーーーー-ーーーーー日ー

90分 10分 BVM 実技 1人法、 2人法

20分 CPR+AED 実技 シナリオ
ーー回一一一一一一一一一ー一一司-- ーーーーーーーーーーー--一一一一一一一一ーーーーーーーー ーーーーーーーー『ーーーー一一一一一一一一一一一一一一一ー一ー-ー一一一ー-ー一一ーーーーーーー白血

120分 10分 まとめ まとめ

135分 15分 OSCE OSCE 

150分 15分 アンケート等記載 アンケート記載・筆記試験

26 教怠救命第16号

講習会カリキユラム表3

4 
と
同
じ
ビ
デ
オ
を
使
用
し
た
が
、
部
分
的
に
イ
ン
ト
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
み
に
用
い
、
巧
mw

件。

F
F
B
H
ν
5の片付。

形
式
は
用
い
な
か
っ
た
。
各
群
の
講
習
会
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
及
び
両
講
習
会
の
比
較
を
表
2
1
4
に
示
す
。

検
討
項
目

①
受
講
者
の
技
術
の
評
価
一

O
S
C
E

講
習
終
了
時
に

A
H
A
の
同
σ
R
Z
2
2
〉
閉
口
の

テ
キ
ス
ト
の
邦
訳
版
で
あ
る
「
実
践
A
E
D
マ
ニ
ユ



ア
ル
」
に
記
載
さ
れ
た
評
価
シ
l
ト
を
用
い
て

O
S

C
E
(客
観
的
臨
床
能
力
試
験
)
を
行
っ
た
。

A
群

で
は
評
価
は
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ

常
駐
管
理
者
の
看
護
師
一
名
(
日
本
救
急
医
学
会
認

定

I
C
L
S
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)
が
行
っ
た
。

B
群
で
は
指
導
経
験
を
有
す
る
医
師
と
ク
リ
ニ
カ

ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
常
駐
管
理
者
の
看
護
師

一
名
の
合
計
二
名
(
い
ず
れ
も
日
本
救
急
医
学
会
認

定

I
C
L
S
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)
で
分
担
し
て
行

っ
た
。方
法
は
、
評
価
表
の
評
価
項
目
二
一
項
目
中
の
合

格
項
目
数
を
両
群
間
で
比
較
し
忌
自
ロ
s

巧
E
Eミ
ロ
s

z丘
で
可
〈
0
・8
を
も
っ
て
有
意
と
し
た
。
統
計
学
的

検
討
に
は
日
巳
出
。
当
日
・
(
)
を
用
い
た
。

②
受
講
者
の
知
識
の
評
価
一
筆
記
試
験

講
習
終
了
時
に
一
五
間
の
筆
記
試
験
を
一
五
分
間

で
行
っ
た
。
試
験
問
題
は
〉
国
〉
同

gユ
包
〈
号
〉
切
り

両群の講習会の比較

一一一一一一一一 A群 B群

講習時間 180分 150分

1講習会あたりの指導者数 1人 1人

1講習会あたりの受講者数 6人 3~5 人

1受講生あたりのマネキン数 1体 1体

AED1台あたりの受講者数 3人 2人
L一一一

表4

OSCε結果(合格項目数の比較)

合格項目数 A群(人) B群(人)

0~8 。 。
9 2 。
10 6 4 

11 18 3 

12 34 6 

計 60 13 

表5

の
テ
キ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
た
巻
末
問
題
を
研
究
目
的

に
限
定
し
て
邦
訳
し
、
使
用
し
た
。
両
群
と
も
同
じ

試
験
問
題
で
行
っ
た
。

(2) 

ス
キ
ル
ラ
ボ
の

C
P
R
十

A
E
D
講
習
会
開
催
能
力

平
成
一
六
年
一
月
j
同
年
二
一
月
ま
で
の
一
年
間
に

慶
慮
義
塾
大
学
医
学
部
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ラ
ボ
で
開
催
さ
れ
た

B
L
S
講
習
会
に
つ
い
て
、
実

施
回
数
、
受
講
人
数
、
受
講
に
必
要
な
物
的
・
人
的
資

源
を
調
査
し
た
。

果

(1) 
① 

一
般
市
民
の

C
P
R
+
A
E
D
講
習
後
の
能
力

受
講
者
の
技
術
の
評
価
一

O
S
C
E

結
果
を
表

5
に
示
す
。
統
計
学
的
に
は
両
群
間
の

技
術
に
有
意
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
平
均
合
格

P =0. 32 CMann-Whitney U test) 

正答数 A群(人) B群(人)

0~7 。 。
8 1 。
9 。 。
10 1 。
11 8 。
12 12 2 

13 16 4 

14 21 3 

15 1 4 

言十 60 13 

筆記試験結果(正答数の比較)表6

項
目
数
は
、

A
群
一
一
一
・
四
項
目
、

B
群
一
一
一

.
二
項
目
で
あ
っ
た
。

受
講
者
の
知
識
の
評
価
一
筆
記
試
験

結
果
を
表

6
に
示
す
。
統
計
学
的
に
は
両
群
間
の

技
術
に
有
意
差
を
認
め
た
。
平
均
正
答
数
は
、

A
群

…
二
了
八
問
、

B
群
一
二
二
・
七
問
で
あ
っ
た
。

② 
ス
キ
ル
ラ
ボ
の

C
P
R
+
A
E
D
講
習
会
開
催
能
力

慶
慮
義
塾
大
学
医
学
部
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ラ
ボ
で
開
催
さ
れ
た

B
L
S講
習
会
の
概
要
及
ぴ

ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
が

C
P
R
+
A

(2) 

E
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
に
有
す
る
物
的
・
人
的
資

源
を
表

7
、

8
に
示
す
。

ま
た
、
平
成
二
ハ
年
一
月
j
同
年
二
一
月
に
ク
リ
ニ

P=0.03 CMann-Whitney U test) 

クリ二力ルシミュレーションラポBLS講習会の概要

インストラクター(主に常駐管理者) 1人

受講者数

心肺蘇生訓練マネキン数 受講生1人に 1体

AEDの数 受講生2人に 1台

講習会時間 120~180分

表7

クリ二力ルシミュレーションラポの物的-人的資源

面積 125ぱ

心肺蘇生訓練用マネキン数 11体

AEDトレーナー委文 12台

AED (実器)数 3台

常駐者(看護師、インストラクターを兼務) 1人

27 
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平成16年クリ二力ルシミュレーションラボ、
BしS講習会活動記録

講習会回数(回) 169 

医師・歯科医師 75 
ー一一ー-ー-ーーーーー

看護師 556 
ー一一一ー一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一----ー-ー一一一一

その他の医療従事者 148 
受講者人数(人) ー一ーーーーーーー司帽--

非産療従事者 228 
四--一一ー一ーーーー-ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一 ーーーー一一ーーーーーーー

不 明 8 

言十 1， 015 

カ
ル
シ
ミ
ユ
レ

ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ

で
開
催
さ
れ
た

B
L
S
講
習
会

に
よ
る
成
果
を

表

9
に
示
す
。

考

慰一小

(1) 
C 
P 
R 
十

A 
E 

一
般
市
民
の

D
講
習
後
の
能

表9

力

C
P
R
+
A
 

E
D講
習
会
を
受
講
し
た
後
の
実
技
と
知
識
を
一
般
市

民
と
看
護
師
で
比
較
し
た
が
、
実
技
の
能
力
に
関
し
て

は
有
意
差
を
認
め
な
か
っ
た
。
知
識
に
関
し
て
は
、
筆

記
試
験
に
お
い
て
一
般
市
民
と
比
較
し
て
有
意
に
看
護

師
の
正
答
数
が
多
か
っ
た
が
、
一
般
市
民
も
平
均
で
一

五
問
中
、
一
一
了
人
間
で
あ
り
、
正
答
率
は
八
五
・
二

%
と
高
率
で
あ
っ
た
。

以
上
よ
り
、
本
邦
に
お
い
て
も
一
般
市
民
は

C
P
R

+
A
E
D
の
三
時
間
の
講
習
を
受
講
し
た
後
は
、

A
E

D
に
よ
る
除
細
動
施
行
者
と
し
て
十
分
期
待
で
き
る
と

考
え
ら
れ
た
。

こ
の
研
究
の
口
百
円
片
山
ー
止
。
ロ
と
し
て
は
、
両
群
間
で
講

習
内
容
・
時
間
が
異
な
る
こ
と
、
受
講
者
の
性
別
や
年

齢
層
が
異
な
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
講

習
会
の
概
要
も
受
講
者
一
名
に
一
体
の
マ
ネ
キ
ン
を
使

用
し
て
お
り
、
通
常
の
一
次
救
命
処
置
講
習
会
よ
り
も

は
る
か
に
物
的
資
源
が
豊
富
な
状
況
で
あ
る
こ
と
も
結

果
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
従
来

の
マ
ネ
キ
ン
一
体
あ
た
り
の
受
講
者
数
三

1
一
O
人
の

講
習
会
で
は
、
三
時
間
以
上
の
講
習
が

C
P
R
+
A
E

D
に
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

(2) 

ス
キ
ル
ラ
ボ
の

C
P
R
+
A
E
D
講
習
会
開
催
能
力

慶
鷹
義
塾
大
学
医
学
部
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ラ
ボ
の

B
L
S
講
習
会
は
、
専
属
の
管
理
者
兼
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
常
駐
す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
規
模

で
は
あ
る
が
、
恒
常
的
に

B
L
S
講
習
会
が
開
催
さ

れ
、
結
果
と
し
て
年
間
一
、

O
二
五
人
も
の

C
P
R
+

A
E
D
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
修
了
者
を
養
成
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。
非
医
療
従
事
者
も
二
二
八
人
受

講
し
て
い
る
。
従
来
は
一
次
救
命
処
置
の
講
習
会
の
主

体
は
消
防
機
関
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
が
精
力
的
に
行

っ
て
お
り
、
医
療
機
関
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
機

会
は
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
医
療
機
関
に
お
け
る

A
E
D
の
配
備
が
一
般
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
や
、

特
に
医
育
機
関
に
お
い
て
、
近
年
ス
キ
ル
ラ
ボ
が
普
及

し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
適

切
に
配
置
し
、
受
講
者
を
募
る
手
段
を
持
て
ば
、
今
後

は
前
述
の
機
関
と
並
ん
で
有
力
な

C
P
R
+
A
E
D
講

習
機
関
と
な
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
と
め

本
研
究
が
検
討
し
た
事
項
は
大
別
し
て
以
下
の
二
項
目

で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
一
般
市
民
が

C
P
R
+
A
E
D
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
講
し
た
後
の
技
術
と
知
識
を
確
認
す
る
こ

と
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
医
育
機
関
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
ス

キ
ル
ラ
ボ
を
拠
点
と
し
た

C
P
R
+
A
E
D
講
習
会
の
継

続
的
な
開
催
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
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前
者
に
関
し
て
は
、
一
般
市
民
の
代
表
と
し
て
非
医
療

系
大
学
生
六

O
人
を
受
講
者
と
し
、
医
療
従
事
者
の
代
表

と
し
て
看
護
師
二
ニ
人
を
受
講
者
と
し
た
場
合
と
比
較

し
、
講
習
会
受
講
後
の
大
学
生
は

C
P
R
+
A
E
D
の
施

行
者
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

た。

A
E
D
を
使
用
し
た
一
般
市
民
に
よ
る
救
命
例
が
、

本
邦
で
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
本
研
究
に
よ

り
明
ら
か
に
さ
れ
た
一
般
市
民
向
け

C
P
R
+
A
E
D
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
有
効
性
が
、
本
邦
に
お
け
る

P
A
D
推
進

の
根
拠
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
慶
藤
義
塾
大
学
医
学
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ク

リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
で
は
、
恒
常
的
に
講

習
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
多
く
の
人
数
が
受
講

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
教
育

施
設
の
有
効
利
用
が
、
医
療
機
関
を

C
P
R
+
A
E
D普

及
の
重
要
な
担
い
手
に
さ
せ
う
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た

が
、
そ
の
た
め
に
は
資
機
材
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
適
切

な
資
源
の
配
置
が
欠
か
せ
な
い
。
当
ク
リ
ニ
カ
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
も
豊
富
な
数
の
資
機
材
を
有
し
て
い
た

が
、
そ
れ
以
外
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
一
名
を
常
駐
さ

せ
る
こ
と
で
恒
常
的
な
講
習
会
開
催
を
可
能
に
し
、
非
常

に
多
く
の
回
数
の
講
習
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
、
結
果
的

に
多
数
の
講
習
会
受
講
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

医
学
部
学
生
教
育
に
お
い
て

O
S
C
E
が
導
入
さ
れ
る
に

至
り
、
い
わ
ゆ
る
ス
キ
ル
ラ
ボ
は
医
育
機
関
を
中
心
に
急

速
に
普
及
し
て
き
て
い
る
。
今
後
は
運
用
形
態
を
工
夫
す

る
こ
と
で
救
命
教
育
に
寄
与
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。



:患に閉す~調査研究助成事業完ア報告

ヂイカルコントロール体制におけるプレホス
ピタル技能競技会(いわゆる救急ラリー)の有
性!と関する調査研究

第21mつくばプレホスピタル技能競技会実行委員会

大橋教良
救命救急、センター長

A 

調
査
研
究
の
目
的

筑波メデイカルセンター病院

救
急
隊
員
(
救
急
救
命
士
お
よ
び
標
準
課
程
隊
員
を
含

む
。
)
を
対
象
と
し
た
病
院
前
救
護
活
動
に
関
す
る
技
能

競
技
会
を
企
画
・
開
催
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
に
お
け
る
オ
フ
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
一
手
段
と
し
て
の
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
の
有

用
性
を
検
証
し
、
こ
の
種
の
競
技
会
を
わ
が
国
に
定
着
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
。

B 

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
と
は

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
と
は
想
定
訓
練
の
競
技

会
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
模
擬
患
者
に
よ
っ
て
外
傷
・
疾
病
・
集
団

災
害
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
救
急
現
場
(
こ
れ
を
シ
ナ

リ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
。
)
を
再
現
し
、
競
技
参
加

者
は
通
常
の
救
急
業
務
と
同
じ
よ
う
に
こ
れ
ら
の
模
擬
患

者
に
対
し
て
観
察
・
判
断
・
処
置
を
行
い
、
そ
の
迅
速
さ

・
適
切
さ
を
審
判
員
が
採
点
し
て
順
位
を
競
う
競
技
会
で

あ
る
。
C

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
に
関

連
す
る
わ
が
国
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯

一
九
九
七
年
、
チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
い
て
同
国
国
内
向

け
の
競
技
会
(
通
称
何
色
志
向
4
i
N
)
が
開
催
さ
れ
、
二

0
0
0
年
以
降
は
国
際
競
技
と
し
て
広
く
開
放
さ
れ
て
い

る
。
本
調
査
研
究
事
業
申
請
者
で
あ
る
大
橋
は
、
二

O
O

一
年
の
第
五
回
大
会
に
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
同
ラ
リ

ー
に
参
加
し
た
。

二
O
O
二
年
、
大
橋
お
よ
び
大
阪
府
立
千
里
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
の
医
師
・
看
護
師
が
日
本
チ
l
ム
を
編
成
し
て

同
競
技
会
に
再
び
参
加
し
、
そ
の
様
子
は
救
急
医
療
ジ
ャ

ー
ナ
ル
誌
上
で
報
告
し
た
川
o

千
里
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
は
チ
ェ
コ
で
の
競
技
会
参

加
の
経
験
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
催
し
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
二

O
O
二
年
秋
に
大
阪
府
下
六
チ
l
ム

の
参
加
を
得
て
わ
が
国
で
は
じ
め
て
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技

能
競
技
会
(
第
一
回
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
l
)
を
開
催

し
た
旬
以
後
、
吹
田
市
の
万
博
記
念
公
園
を
主
会
場
に
、

大
阪
府
医
師
会
の
後
援
の
も
と
近
畿
地
方
の
み
な
ら
ず
全

国
か
ら
の
参
加
チ
l
ム
を
得
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

大
橋
は
二

O
O
三
年
に
、
つ
く
ば
市
に
お
い
て
関
東
地

方
を
中
心
に
八
チ

1
ム
の
参
加
を
得
て
第
一
回
筑
波
プ
レ

ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
を
開
催
し
た
守
二

O
O
四
年

度
中
に
は
一

O
月
開
催
の
本
調
査
研
究
事
業
に
よ
る
第
二

回
つ
く
ば
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
が
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
讃
岐
(
六
月
)
、
神
戸
(
八
月
)
、
大
阪
(
一

O
月)、

山
梨
(
二

O
O
五
年
三
月
)
で
同
様
の
競
技
会
が
開
催
さ

れ
た
。
ま
た
、
第
二
回
筑
波
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ

I
に
参
加

し
た
有
志
に
よ
り
北
海
道
(
二

O
O
五
年
七
月
)
、
山
形
、

埼
玉
で
も
新
た
に
競
技
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

D

第
二
回
つ
く
ば
ブ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル

技
能
競
技
会
開
催
要
項

第
二
回
つ
く
ば
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
の
開
催

日
時
、
場
所
、
参
加
チ
l
ム
な
ど
の
概
要
を
表
1
に
示
す
。

第2回つくばブレホスピタル技能競技会

(メデイカルラリー)開催要領

主催団体

委員長

委員

第2回つくばプレホスピタル技能競技会実行委員会

大橋教良(筑波メデイカルセンター病院救命救急センター)

太田祥一(東京医科大学救急医学講座)

須田高之(東京医科大学霞ヶ浦病院救急診療科)

田中寿幸(つくば市消防本部)

鶴間 信(取手協同病院脳神経外科)

根本学(埼玉医科大学病院救急部)

表 1-1

平成16年10月 10 日(日曜)~11 日(休日)

筑波メデイカルセンター病院ヘリポート棟

開催日時

集合場所

プログラム

10月10臼 午後5時~ 開会式・オリエンテーション

午後 6 時~10時 競技(夜開部門2ステージ)

10月11日 午前 8 時~12時 競技(昼間3ステージ)

午後1時~ つく !;:fEMSカンファレンス

午後3時 表彰式・閉会式
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第2回つくばブレホスピタル技能競技会競技参加チーム

DOSANKO 北海道 救急隊員3名医師1名看護師1名

チーム毛ガニ 北海道 * 
山形プレホスピタjレ外傷研究会 山形県 救急隊員4名医師1名

群馬救命スパーズ 群馬県 救急隊員4名医師1名

埼玉はなみずき 埼玉県 * 
埼玉JPTEC 埼玉県 * 
地球防衛軍北総支部 千葉県 * 
JPTEC-TOKYO 東京都 * 
横須賀タイガース 神奈川県 * 
横浜ハリーEMS8 神奈川県 救急隊員4名医師1名

山梨チーム 山梨県 救急抹員3名医師1名看護師1名

美ら海救急、勝 沖縄県 救急隊員3名医師1名看護師1名

笠間テクニシャンズ 茨城県 * 
BTLS茨城 茨城県 * 
ウッカリ八兵衛ズ 茨城県 * 
県央梁山泊 茨城県 * 

表1-2
(a) 

競
技
方
法

夜
間
二
、
昼
間
三
の
合
計
五
つ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

合
計
点
数
を
競
う
。

制

参

加

者

チ
ー
ム
は
救
急
隊
員
(
救
急
救
命
士
お
よ
び
救
急
救

命
士
養
成
施
設
に
在
籍
中
の
も
の
を
含
む
。
)
五
名
で

編
成
す
る
。
五
名
の
う
ち
最
大
二
名
以
内
で
看
護
師
ま

た
は
医
師
が
含
ま
れ
で
も
か
ま
わ
な
い
が
、
シ
ナ
リ
オ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
医
師
・
看
護
師
も
現
行
の
救
急
救

命
士
法
の
範
囲
内
で
の
活
動
し
か
で
き
な
い
。

同

競

技

者

各
シ
ナ
リ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
チ
l
ム
五
名
中
三

名
が
競
技
に
参
加
、
残
り
二
名
は
見
学
す
る
。

チ
ー
ム
五
名
の
全
員
が
必
ず
一
回
隊
長
役
に
な
る
。

特
定
行
為
の
指
示
は
必
要
に
応
じ
て
各
シ
ナ
リ
オ
ス

*救急隊員 5名で編成

テ
l
シ
ョ
ン
の
審
判
が
行
う
。

見
学
し
て
い
る
二
名
は
競
技
中
の
も
の
に
助
言
を
し

て
は
な
ら
な
い
。

同
シ
ナ
リ
オ
と
採
点
基
準
を
表
2
、
写
真
1
1
9
に
示

す。

E
」

調
査
結
果
と
考
察

全
体
の
成
績
(
表
3
)

五
シ
ナ
リ
オ
合
計
五

O
O
点
満
点
に
対
し
て
参
加
一

六
チ
l
ム
の
得
点
は
三

O
O
点
か
ら
一
六
O
点
に
分
布

し
た
。シ
ナ
リ
オ
別
で
は
「
夜
間
1
」
「
夜
間
2
」
「
昼
間

3
」
の
シ
ナ
リ
オ
の
平
均
点
が
四

O
点
前
後
と
低
い
。

こ
れ
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
「
夜
間
1
」
は
視
界
・
視
野
が
昼
間
と
は
全
く
異
な

る
夜
間
の
現
場
の
難
し
さ
を
再
現
し
た
シ
ナ
リ
オ
で

あ
る
。
離
れ
た
と
こ
ろ
で
倒
れ
て
い
る
二
人
目
の
患

者
を
い
か
に
早
く
発
見
で
き
る
か
に
重
き
が
置
か

れ
、
開
始
か
ら
一
分
以
内
に
二

人
目
の
患
者
を
発
見
で
き
る
と

三
O
点
加
点
さ
れ
、
以
下
時
間

と
と
も
に
点
数
が
減
少
し
五
分

以
上
経
て
か
ら
発
見
し
て
も
O

点
で
あ
る
。
一
人
目
の
低
体
温

患
者
↓
V
F
の
処
置
完
了
ま
で

は
全
チ
l
ム
が
行
え
た
が
、
二

人
目
の
患
者
を
発
見
で
き
た
の

は
一
六
チ
l
ム
中
西
チ
l
ム
し

か
な
く
、
こ
の
結
果
、
平
均
点

は
非
常
に
低
く
な
っ
た
。

②
「
夜
間
2
」
は
救
急
振
興
財

国
に
よ
る
意
識
障
害
の
プ
ロ
ト

コ
l
ル
ど
お
り
に
観
察
・
処
置

を
行
っ
た
場
合
に
高
得
点
に
な

る
よ
う
な
配
点
を
し
た
が
、
最

終
的
に
中
毒
を
疑
い
病
院
へ
の

第
一
報
で
そ
の
旨
伝
え
ら
れ
た

(a) 

の
は
一
六
チ
l
ム
中
四
チ
l
ム
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ

ナ
リ
オ
に
関
す
る
考
察
の
詳
細
は
後
述
す
る
。

③
「
昼
間
3
」
は
一
見
緊
急
車
外
救
出
の
問
題
だ
が
、

外
傷
の
程
度
が
軽
い
同
乗
者
か
ら
状
況
を
開
く
と
糖

尿
病
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
自
己
注
射
中
と
い
う
病
歴
が

判
明
す
る
口
し
か
し
、
多
く
の
チ
l
ム
が
車
外
救
出

に
神
経
が
集
中
し
、
関
係
者
か
ら
の
情
報
収
集
が
不

十
分
で
あ
り
平
均
点
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
。

意
識
樟
害
の
プ
口
ト
コ
ー
ル

「
夜
間
2
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
平
成
一
五
年
度
に
救
急

振
興
財
団
よ
り
示
さ
れ
た
「
救
急
搬
送
に
お
け
る
重
症

度
・
緊
急
度
判
断
基
準
作
成
委
員
会
報
告
書
ご
の
意

識
障
害
の
項
目
を
参
考
に
作
成
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
案
に
沿
っ
て
忠
実
に
観
察
・
処
置
を

続
け
る
と
、
最
後
に
残
る
意
識
障
害
の
原
因
が
中
毒
、

代
謝
性
疾
患
に
到
達
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

現
場
の
安
全
確
認
、

80N
測
定
、
酸
素
投
与
、
心

電
図
測
定
な
ど
日
常
の
救
急
業
務
で
一
般
に
行
っ
て
い

昼間シナリオ1
概 婆老夫婦が歩いている。おじいさんは普段不整脈で通院中。階段でVT→失神

→腰を打って痛くて歩けない→救急隊が階段でBBを使用しての救急活動中
再びVT。医学の知識のないおばあさんは、転倒の原因が心臓発作とは患っ
ていない。「転倒して綾を打って歩けなしiJ、と119香した。二度目のVT後に
SAMPLEを聴取したときに初めて心臓病のことを言う。階段でのBBの使
用、急変に対してABCIこ!需ったか、 SAMPLE聴取がポイント。

パイタル意識レベル正常、血圧120/80、脈拍100、麻簿なし、瞳孔両側5問、 Sp02、
96%、心潜図転倒した時点では正常、体温正常。腰を盛んに痛がっている。
開始5分またはBB固定中に意識レベル
E、呼吸芯し、脈触れ9"

示老人が公園で転倒し歩けない。適切に対
処して第一報せよ。

制限時間 7分
得 点初期評価

斜面あるいは階段でBB使用
おばあさんか5SAMPLE聴取した
ABCIこ戻る
第一報 VT、AED、腰部打撲、心臓
病治療中台5点 20 
計 100
特にいらないかもしれない
松見公圏内

(b) 
開会式の風景写真1

n
H》

n
H
u
n
H
u
n
H
U

η〆
』
門
〆
」

η〆」

n〆」

閉会式(表彰式)

表2-1

指

写真2
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老
転
の
い
中
失
傷

歩
を
受

散
識
折

を
窓
骨

圏
ち
部

、
、
?
刀
冊
耳

d
脈
骨

3
リ
笠
腿

;

司

不

大

百
六
立
川
市
J

写問団
h
N
倒

ユ
所

ム
口
ジ
場
一の
ラ
ン
ム
ヨ
.
シ
具
一
道
テ
小
ス



表2-4

夜間シナリオ1
概 要深夜、公園の近くを通りがかった人がベンチで人が倒れているのを発見、 119

番した。酒好きのサラリーマンが2名、飲食庖街で宴会のあと、さらに公園
で缶ビールを飲んでいた。一人は寝込んでしまった。もう一人はしばらく飲
み続けた後小便をしに行って帰りに転
倒、頭部を打ぢ、意識もうろうとなった。

ベンチの患者は寝込んで低体温→VF、
もう 人の患者は頭部を打ぢ意識低下で
物陰で倒れている。

パイタル患者l(人形)呼吸なし、脈なし、皮j霞
は冷たい AEDIこてVF，200-300-360 
Jで心拍再開、 IL¥拍再開後も呼吸弱い
患者2(患者役) 意識レベルE、呼吸
15 脈触れる Sp02正常

掲 示公園のベンチで人が倒れている。状況評
価して、適切な処置をして第一報を送
れ。

制限時間 7分
得 点 CPR→除細勤した 10 

除細動後の患者の呼吸管理した 10 
二人目の患者を 1分以内に発見 30 

3分以内に発見 20 
5分以内に発見 10 
7分以内に発見 O 

第一報の内容患者1低体混 10 
VF 10 
AED 10 
心拍再開 10 

ム ~ 患者は2名 10 写真7
計 100

口 副 。 一、 「夜間 1J少しはなれたとこ
小道具・ムラージユ 公園のヘンチ1<::ヒールの空き缶 ろに酔っ払って転倒し頭部外

数倍、力パン2個 傷から意識を失った男性が倒
奥のほうに人倒れている れている

ステーションの場所松見公園

表2-5

夜間シナリオ2 意識障害のブロトコールどおりの観察処置ができるかどうかの出題
概 要人の住んでいないはすのアパ トの室に男が倒れているのを管理人が発見

した。 110番、 119番した。この男は空き部屋に入り込んで覚せい剤を打ぢ、
意識不明になった。

パイタル意識レベルE、呼びかけに対してわけの
分からないことを言っている。血圧170
/100、脈拍120、麻簿なし、日童子L両側5
m冊、 Sp02、96%、心電図正常、体温39
度、発汗著明

対側のパイタルを間かれたら血圧168
/98 脈拍122、上下差を聞かれたら、
差なし。

指 示アパートの空き部屋で男が倒れている。

状況把握し適切な処置を行い、第報し
なさい。

制限時間 7分
得 点安全確認した

脈拍、血圧の左右差、または上下差

をチェックした
神経学的所見(麻湾、鐙孔など)を

10 

チェックした 10 
Sp02を測定した 10 
心電図をチェックした 10 
体温をチェックした 10 
気道確保した 10 
酸素役与した 10 
覚せい剤の注射器を見つけた 10 
中毒を疑った 10 
合計 100 

注意点安全確認は入室のときだけでなく、あま

。患者に近寄らない、防御姿勢なども含
む。

小道具・ムラージ白ユ 何もない空き部屋、照明は薄暗

く、 トイレに注射器、肘留に注

射痕

ステーションの場所メデイカルセンター看護師寮

表3 各チーム別成績表

¥¥ A B C D 
夜 1 20 60 40 30 

夜 2 25 35 50 40 

昼一一1 60 70 70 95 

昼一一2 88 76 70 58 

昼ー3 82 56 40 17 

写真9
f夜間2J室内(意識障醤の
ブ口トコールどおりできてい

るかを採点ざれる)ストロポ
のために明るく写っているが
実際には薄暗い

チ

E F G 

10 30 30 

20 75 50 

50 100 40 

50 78 90 

30 35 15 

H 

30 

35 

70 

85 

30 

合計 275 297 270 240 160 318 225 250 

31 

」

表2-2

昼間シナリオ2 崩れそうな岩を見て直ちに患者を避難させるのがこのシナリオにおける
安全確認

概 要崖から転落しうつ伏せで倒れている。患者は崖と反対側の肋骨その他の損傷

で患が苦しい。患者の崖側《損傷のない側〉にはロクロールを行うスペースは

ない。崖の上には今にも落ちそうな岩が見える。岩を取り除くのは不可能。
したがって直ぢに崖の下から離れなければならない。パイタルのみチェック
して、なんらかの方法で崖から離れたところへ患者を移動し、その後全身評
価開始する。崖下で全身評価を行った場合、 3分以内に移動しなかった場合
は岩が落ちてくる。(大減点)

パイタル意識レベル正常、血圧触れにくく皮隠は冷たい、脈拍130、麻簿なし、瞳孔
両側3m問、 Sp02、93%、右フレイルチェスト、右大腿骨骨折、肝挫傷によ
る腹腔内出血

指 示崖が崩れて転落した。適切な処置をして救急車に収容し、第一報せよ。

制限時間 7分
得 点初期評価

応援隊を呼ぶ
3分以内に崖下から移動させる
(3分経っと岩が落ちてくる)
崖下から患者を移動させる際頚部を

保持した
BB固定
開始7分で全身観察終了し頚部固

10 
10 

30 

20 

定完了 20 
体幹のストラップ完了までなら 10 写真4
BBへ乗せただけなら 5 
第報フレイルチェスト、シヨツ

ク、右大腿骨骨折、腹腔内

出血、転落事故各2点 10 
合計 100 

「昼間2J崖かう転落した男
性(当日は雨天のため消防本

部内で行った。後ろに見える

消防車を崖に見立ててのシナ
リオとなった。)

注意点周囲の安全はと聞かれたら自分で確

認、判断してください。
応援隊の要請 10分後に来ます。それまで適切な処置をしてください。
開始と同時に小さい石を 2~3 個落とす(落石の前触れ)
崖から離れる前に全身観察を開始した5夕、ンポルを落とす
開始後3分で夕、ンボルを落とす

小道具・ムラージユ 岩の代わりの夕、ンポルの箱、石ころ

患者はうつぶせ

左側(外傷のない側)は崖ぎりぎりでロクロールのスペースなし
患者の頭は崖倶~(けがをしていない方向)を向く

ステーションの場所消防署の褒

表2-3

昼間シナリオ3 車外救出
概 要運転中に低血糖の発作で運転を誤り激突。助手席に乗っている妻はひ、っくり

して興奮状態となり警察官に保護されている。患者はショック状態でレベル
III-1oo。運転席側のドアは関かない。初期評価→全身観察→車外救出→特
に外傷芯し→興奮状態の妻から糖尿病でインスリンの自己注射をしているこ
とを潤きだす。

パイタル意識レベルIII-lOo血圧触れにくく冷や汗をかいている、脈拍130、麻簿な
し、燈孔左右差なし、 Sp02、96%

指 示自家用車が道路わきの塀に突っ込んだ。詳細不明。適切な処置後第一報を。

制限時間 7分
得 点安全確認

救出 3分以内
5分以内
7分以内

全身評価を行った
委に対して初期評価を行った

妻か5SAMPLE聴取
第一報交通事故、負傷者l名、レ

ベルEの台、ショック、糖
尿病でインスリン自己注射

告4点
口 言十

注意点電線をたらしておく。

小道呉・ムラージュ 壊れた車、南線

ステーションの場所消防署の駐車場

ム

I J K L 

70 30 30 60 

50 25 45 40 

95 75 65 65 

71 75 48 98 

43 50 40 50 

329 255 228 313 

M 

40 

70 

80 

96 

56 

342 

20 
10 
5 
0 

10 
20 
20 

20 写真5
100 昼間3J自爆した車内から
数出

N O P 

30 30 20 35 

45 40 20 42 

50 85 70 71 

75 90 75 76 

30 76 35 43 

230 321 220 



る
項
目
は
多
く
の
チ

l
ム
で
実
施
さ
れ
た
が
、
神
経
学

的
所
見
、
体
温
測
定
、
血
圧
の
左
右
差
・
上
下
差
測
定

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
ず
、
最
終
的
に
覚
せ
い
剤
の
注
射

器
を
見
つ
け
て
中
毒
を
疑
っ
た
チ
l
ム
は
四
チ

1
ム
で

あ
っ
た
(
表

4
)
。

こ
の
意
識
障
害
の
プ
ロ
ト
コ

l
ル
が
ま
だ
一
般
的
に

普
及
し
て
い
な
い
た
め
に
今
回
の
よ
う
な
結
果
が
出
た

と
思
わ
れ
る
。
各
種
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
に
沿
っ
た
シ
ナ
リ

オ
に
複
数
の
チ

I
ム
で
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ

ト
コ

l
ル
自
体
の
妥
当
性
や
、
そ
の
プ
ロ
ト
コ

i
ル
が

ど
の
程
度
浸
透
・
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
す

夜間シナリオ2における告チームの得点

チ 一 ム
チェック項目 配点

A B C D E F G H I J K L M N O P 

安全確認 10 10 10 10 o I 10 10 10 10 10 o I 10 o I 10 10 10 10 
脈拍血圧左右、上下差 10 O O O O O O O O O O O O O O O O 

瞳孔観察 5 5 O O O O 5 O 5 5 5 5 5 5 O 5 O 

麻痔の有無観察 5 O 5 O O O O O O 5 O O 5 5 5 5 O 

SpO，測定 10 o I 10 10 10 10 10 10 10 10 10 o I 10 10 10 O O 
心電図 10 O o I 10 10 o I 10 10 10 10 O o I 10 10 10 10 O 
体温 10 O O o I 10 O O O O O O O O O O O O 
酸素投与 10 10 10 10 10 o I 10 O o I 10 10 10 10 o I 10 10 10 
覚せい剤の注射器発見 10 O o I 10 O o I 10 O O O O O o I 10 O O O 
第一報で、中毒を疑った 20 O O O O o I 20 20 O O o I 20 o I 20 O O O 
ムロ、 計 100 25 35 50 40 20 75 50 35 50 25 45 40 70 45 40 

表4

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

同
シ
ナ
リ
オ
の
妥
当
性

競
技
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
八

O
名
中
、
易
し

い
が
三
名
、
難
し
い
が
二
二
名
、
五
回
名
は
ど
ち
ら
と

も
い
え
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。

回
答
者
八

O
名
中
六
一
名
は

J
P
T
E
C
の
プ
ロ
パ

イ
ダ

l
ま
た
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
、
四

O
名
は

A

C
L
S
(
A
H
A
、
非
A
H
A
を
含
む
。
)
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
標
準
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
勉

強
し
、
そ
の
理
解
度
や
個
々
の
手
技
が
一
定
基
準
に
達

し
た
救
急
球
員
に
対
し
て
は
お
お
む
ね
妥
当
な
難
易
度

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

各
シ
ナ
リ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
え
る
処
置
は
現
行

の
救
急
救
命
士
法
の
範
囲
内
と
し
、
仮
に
メ
ン
バ
ー
に

医
師
が
い
て
も
で
き
る
こ
と
は
こ
の
法
律
の
範
囲
内
と

し
た
。
わ
が
国
の
救
急
救
命
士
が
現
場
で
行
え
る
処
置

の
範
囲
は
米
国
の
吋
〉
同
〉
冨
何
回
わ
や
医
師
が
救
急
車

に
同
乗
す
る
こ
と
の
多
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
く
ら
べ
て
非

常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
今
回
の
シ
ナ
リ
オ
の

要
点
は
観
察
、
病
院
へ
の
第
一
報
な
ど
が
重
視
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

落
と
し
穴
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
な
シ
ナ
リ
オ
ば
か
り

で
は
良
く
な
い
。
全
く
落
と
し
穴
の
無
い
基
本
的
な
問

題
も
必
要
と
の
指
掃
が
あ
り
、
初
級
用
の
問
題
と
経
験

者
向
き
の
問
題
に
分
け
て
は
ど
う
か
と
い
っ
た
指
摘
も

ア
ン
ケ
ー
ト
中
に
み
ら
れ
た
。
。
フ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能

競
技
会
の
シ
ナ
リ
オ
(
想
定
)
に
関
す
る
一
定
の
見
解

は
無
い
が
、
荒
唐
無
稽
な
設
定
を
避
け
る
た
め
に
現
場

の
救
急
隊
員
が
実
際
に
経
験
し
た
教
訓
的
な
症
例
な
ど

を
も
と
に
作
成
す
る
の
が
良
い
と
思
わ
れ
る
。

同
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
口
I
i

ル
体
制
に
お
け
る
プ
レ
ホ

ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
の
有
用
性

競
技
参
加
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
こ

の
よ
う
な
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
は
、
メ
デ
ィ

カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
の
確
立
・
発
展
に
役
立
つ

(八

O
名
中
七
九
名
)
、
救
急
の
現
場
活
動
に
有
用
で
あ

る
(
同
七
六
名
)
、
と
い
っ
た
肯
定
的
な
意
見
が
大
部

分
で
あ
っ
た
。

シ
ナ
リ
オ
化
さ
れ
た
教
訓
的
(
あ
る
い
は
代
表
的
)

な
症
例
を
多
く
の
人
で
体
験
・
共
有
で
き
る
、
地
元
救

急
病
院
の
医
師
・
看
護
師
と
救
急
隊
員
が
一
体
と
な
っ

て
競
技
を
楽
し
む
こ
と
に
よ
り
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
体
制
の
充
実
が
期
待
さ
れ
る
。
病
院
の
医
師
や
看

護
師
が
実
際
の
救
急
現
場
を
経
験
す
る
こ
と
は
比
較
的

少
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
競
技
会
で
医
師
も
現
場
の
救

急
隊
員
役
を
こ
な
す
こ
と
に
よ
り
、
病
院
前
救
護
に
対

す
る
病
院
側
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
競
技
参
加
の
八

O
名
中
六
五
名
は
自
分
で
も
こ

の
よ
う
な
競
技
会
を
今
後
企
画
し
て
み
た
い
と
ア
ン
ケ

ー
ト
に
回
答
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
競
技
会
へ
の
期
待

の
大
き
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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競
技
運
営
に
つ
い
て

こ
の
種
の
競
技
会
は
わ
が
国
で
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な

い
た
め
に
、
ス
ム
ー
ス
な
運
営
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な

い
。
今
後
各
地
で
開
催
す
る
際
に
重
要
と
思
わ
れ
る
点
を

二
、
一
一
一
指
摘
す
る
。

同

参

加

チ

i
ム
数

参
加
チ
l
ム
は
地
元
茨
城
県
優
先
枠
四
チ

I
ム
、
全

国
枠
二
一
チ
ー
ム
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
。
競
技
と
そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
次
の
チ

ー
ム
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
時
間
な
ど
を
考
え
る
と
各

シ
ナ
リ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
一
チ

l
ム
あ
た
り
二
一

な
い
し
一
五
分
程
度
必
要
で
、
参
加
チ
l
ム
が
二

O
と

す
る
と
固
な
い
し
五
時
間
必
要
と
な
る
。
繰
り
返
し
演

技
す
る
患
者
役
の
疲
労
な
ど
を
考
え
る
と
参
加
チ

i
ム

数
は
一
六
か
ら
多
く
て
も
二

O
が
限
度
と
思
わ
れ
る
。

川

ス

タ

ッ

フ

参
加
チ

l
ム
同
様
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
遠
く
北
海
道
か
ら
四
国
に
ま
た
が
り
四

O
名

の
応
募
が
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
こ
九
名

の
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
二
四
名
は

A
C
L
S
(
A
H
A
、

非
A
H
A
を
含
む
。
)
、

B
T
L
S
、
J
P
T
E
C
、
B



L
S
、
I
C
L
S
な
ど
の
プ
ロ
パ
イ
ダ

1
も
し
く
は
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ラ
リ
l
の
審
判
は
こ
れ

ら
各
コ

l
ス
の
実
技
試
験

(
O
S
C
E
)
と
共
通
す
る

点
が
あ
る
が
、
ラ
リ
ー
の
ほ
う
が
実
際
の
現
場
に
よ
り

近
く
、
採
点
基
準
が
あ
る
と
は
い
え
、
予
測
を
超
え
た

競
技
者
の
処
置
や
動
き
に
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
。

交
通
費
の
負
担
と
い
う
面
で
は
近
隣
か
ら
の
応
募
を

優
先
し
た
い
が
、
審
判
員
は
前
記
の
い
ず
れ
か
の
コ
ー

ス
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
あ
る
い
は
ラ
リ
l
の
経
験
者

な
ど
も
加
え
て
審
判
の
経
験
を
積
む
必
要
が
あ
る
。

例
シ
ナ
リ
オ
の
設
定

①

時

間

帯

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
最
も
難
し
か
っ
た

シ
ナ
リ
オ
は
「
夜
間
1
一
公
園
の
酔
っ
払
い
二
名
」

と
す
る
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
夜
間
は
視
界

・
視
野
が
せ
ば
ま
り
、
昼
間
と
は
全
く
状
況
が
異
な

る
た
め
に
同
じ
シ
ナ
リ
オ
で
も
昼
間
よ
り
難
易
度
が

増
し
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
興
味
深
い
も
の
と
な
る

の
で
可
能
な
限
り
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
夜
間

シ
ナ
リ
オ
を
担
当
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
同
時
に
昼
間
の

何
ら
か
の
シ
ナ
リ
オ
も
担
当
で
き
る
の
で
、
全
体
と

し
て
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
運
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
一
方
、
昼

間
と
夜
間
の
二
つ
の
シ
ナ
リ
オ
を
扱
う
た
め
に
事
前

の
打
ち
合
わ
せ
が
負
担
に
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

②

場

所今
回
は
公
園
、
無
人
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
シ
ナ
リ

オ
に
見
合
っ
た
本
物
の
場
所
を
で
き
る
限
り
使
用
し

た。

A
C
L
S
や
J
P
T
E
C
な
ど
で
は
講
義
室
を

現
場
に
見
立
て
て
実
技
を
行
う
が
、
競
技
会
で
は
で

き
る
限
り
実
際
の
場
所
を
使
用
し
、
臨
場
感
を
高
め

る
工
夫
を
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
チ
ェ
コ
共

和
国
で
の
ラ
リ
l
は
、
湖
の
沖
に
浮
い
て
い
る
患

者
、
本
物
の
廃
坑
、
本
物
の
馬
の
そ
ば
に
倒
れ
て
い

る
患
者
と
い
っ
た
具
合
で
臨
場
感
は
抜
群
で
あ
る
。

場
所
の
設
定
は
、
倉
庫
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
会
議
室

な
ど
必
ず
し
も
屋
外
で
な
く
と
も
よ
く
、
ま
た
屋
外

シ
ナ
リ
オ
の
場
合
は
雨
天
の
場
合
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
公
道
を
使
用
す
る
場
合
は
警
察
の
道
路
使

用
許
可
が
必
要
で
あ
る
。

傷
害
保
険

第
二
回
つ
く
ば
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
で
は

夜
間
の
シ
ナ
リ
オ
も
設
定
さ
れ
て
お
り
、
競
技
中
の
転

倒
そ
の
他
の
不
測
の
事
態
が
予
測
さ
れ
る
の
で
、
競
技

参
加
者
・
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
旅
行
傷
害
保
険
を
か
け

た
。
す
な
わ
ち
競
技
会
参
加
の
た
め
に
自
宅
を
出
て
か

ら
帰
宅
す
る
ま
で
の
「
旅
行
中
」
に
発
生
し
た
傷
害
に

対
し
て
補
償
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
参
加

者
の
名
前
を
登
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
事
前
登
録

な
し
に
当
日
急
逮
参
加
し
た
場
合
、
一
日
目
終
了
後
自

宅
に
帰
っ
た
場
合
な
ど
は
保
険
の
対
象
に
な
ら
な
く
な

る
が
、
保
険
料
は
安
価
(
死
亡
時
一
、

0
0
0
万
円
で

保
険
料
は
四

O
O
円
弱
)
で
、
自
宅
と
競
技
会
場
の
往

復
中
の
傷
害
に
対
し
て
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
。

な
お
、
参
加
者
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
せ
ず
に
催
事
そ

の
も
の
に
傷
害
保
険
を
か
け
る
場
合
は
保
険
料
が
高
額

に
な
る
が
、
例
え
ば
第
三
者
の
見
物
人
が
ラ
リ
ー
に
関

連
し
て
外
傷
を
受
け
た
場
合
も
保
険
金
が
支
払
わ
れ

る。

例
経
費
の
概
略

今
回
の
総
経
費
は
約
二
一

O
万
円
で
、
収
入
の
内
訳

は
救
急
振
興
財
団
か
ら
の
助
成
金
が
五
四
万
円
、
参
加

費
(
一
人
入
、

0
0
0
円
)
収
入
が
六
八
万
八
、

0
0

0
円
で
あ
る
。
一
チ
l
ム
六
名
で
申
し
込
ん
だ
チ
ー
ム

や
返
金
の
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
出
場
を
取
り
消
し
た
チ

ー
ム
が
各
一
チ
l
ム
あ
る
た
め
参
加
費
の
合
計
は
六
八

万
八
、

0
0
0
円
と
な
っ
た
。

支
出
の
内
訳
は
、
ス
タ
ッ
フ
交
通
費
四

O
万
円
、
競

技
参
加
者
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
宿
泊
費
合
計
五

O
万
円

強
、
食
費
(
ス
タ
ッ
フ
昼
・
タ
・
昼
の
三
食
、
競
技
参

加
者
タ
・
昼
の
二
食
)
合
計
二
五
万
円
、
旅
行
傷
害
保

険
四
万
円
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

(d) 

今
回
の
ラ
リ
l
は
夜
間
シ
ナ
リ
オ
が
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
遠
方
か
ら
の
参
加
者
は
宿
泊
が
不
可
欠

で
あ
る
。
競
技
参
加
者
が
各
自
で
宿
泊
先
を
用
意
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
競
技
参
加
者
全
体
の
一
体
感

を
出
す
た
め
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
の
よ
う
に
競

技
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
公
的
宿
泊
施
設
(
一
泊

朝
食
っ
き
四
、

0
0
0
円
)
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
し
た
。

G 

ま
と
め

想
定
訓
練
の
競
技
会
で
あ
る
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競

技
会
を
開
催
し
、
こ
の
催
し
が
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
体
制
を
充
実
さ
せ
る
上
で
の
有
用
性
に
つ
い
て
検
討
し

た。
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
の
参
加
者
の
多
く
は
、

こ
の
競
技
会
は
日
常
の
救
急
業
務
あ
る
い
は

M
C
体
制
の

強
化
に
有
用
な
企
画
と
考
え
て
お
り
、
可
能
な
ら
自
ら
企

画
運
営
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技
会
に
関
し
て
わ
が
国
で
は

一
定
の
見
解
が
無
い
が
、
こ
の
よ
う
に
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
は
大
き
く
、
本
調
査
研
究
は
今
後
全
国
各
地
で
同
様
の

催
し
を
開
催
す
る
際
の
雛
形
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。

H 
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献

川
大
橋
教
良
、
林
靖
之
他
、
チ
ェ
コ
共
和
国
に
お
け

る
救
急
車
ラ
リ

I
と
国
際
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
コ
ン

テ
ス
ト
の
紹
介
、
救
急
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
二

O
O
二

年
、
一

O
巻

、

五

号

六

六

七

0
ペ
ー
ジ

同
林
靖
之
、
小
林
誠
人
他
、
体
験
型
学
習
に
基
づ
い

た
競
技
会
「
千
里
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ

1
」
の
開
催
に
つ

い
て
、
日
臨
救
医
誌
、
二

O
O
三
、
六
、
二

O
九

同
大
橋
教
良
、
須
田
高
之
他
、
病
院
前
救
護
に
お
け

る
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ

I
(プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
技
能
競
技

会
)
の
意
義
、
日
臨
救
医
誌
、
二

O
O
四
、
七
、
一
七

九
州
救
急
振
興
財
団
、
救
急
搬
送
に
お
け
る
重
症
度
・
緊

急
度
判
断
基
準
作
成
委
員
会
報
告
書
、
二

O
O
四
、
一
ニ

33 



救
急
救
命
士
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
除
細
動
の
包

括
的
指
示
化
及
び
気
管
挿
管
の
実
施
に
続
き
、
本
年

四
月
か
ら
は
薬
剤
(
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
)
の
使
用
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
、
既
資
格
取

得
者
に
対
し
て
は
追
加
講
習
が
、
新
規
養
成
者
に
対

し
て
は
所
定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
履
修
が
加
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
救
急
救
命
士
に
か
か
る
国

家
試
験
が
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
年
一
回
実
施
に
改

め
ら
れ
、
救
急
振
興
財
団
の
教
育
訓
練
事
業
に
つ
い

て
、
そ
の
一
層
の
充
実
と
研
修
体
系
の
見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
今
年
度
は
、
こ
の
よ
う
な
動
向
に
対
応

す
る
た
め
、
引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
や
関
係
行
政

機
関
・
団
体
、
救
急
医
療
関
係
者
等
の
理
解
と
協
力

を
深
め
な
が
ら
、
主
た
る
事
業
で
あ
る
全
国
の
救
急

隊
員
を
対
象
と
し
た
救
急
救
命
士
の
資
格
取
得
の
た

め
の
研
修
事
業
を
始
め
と
す
る
教
育
訓
練
事
業
の
充

実
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
住
民
に
対
す
る
応

急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動
に
関
す
る
事
業
や
救
急
に

関
す
る
各
種
調
査
研
究
事
業
等
を
積
極
的
に
推
進

し
、
救
急
体
制
の
振
興
と
救
急
業
務
の
一
層
の
高
度

化
に
資
す
る
も
の
と
す
る
。

救急救命第16号 34

瞳瞳彊畢璽畠盟

ー
救
急
隊
員
に
対
す
る
高
度
な
教
育
訓
練

事
業
等
の
推
進

各
都
道
府
県
を
通
じ
て
推
薦
さ
れ
た
救
急
隊
員
を

対
象
と
し
て
、
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
取
得
さ

せ
る
た
め
、
東
京
研
修
所
に
お
い
て
は
第
三

O
期
及

ぴ
第
一
三
期
の
研
修
(
各
期
三

O
O
名
を
予
定
)
を
、

九
州
研
修
所
に
お
い
て
は
第
二
三
期
の
研
修
(
二

O

O
名
を
予
定
)
を
、
そ
れ
ぞ
れ
研
修
内
容
の
拡
充
を

図
っ
た
う
え
で
実
施
す
る
。

こ
の
結
果
、
明
年
三
月
末
で
の
両
研
修
所
の
卒
業

生
(
見
込
み
)
総
数
は
、
一
二
、

O
四
二
名
と
な
る
。

ま
た
、
九
州
研
修
所
に
お
い
て
、
既
資
格
取
得
者

を
対
象
と
し
て
、
薬
剤
投
与
に
関
す
る
追
加
講
習
に

本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
年
度
の
前
半
を
第

一
期
か
ら
第
四
期
ま
で
(
各
期
二

O
O
名
を
予
定
)

に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

2

住
民
に
対
す
る
応
急
手
当
の
普
及
啓
発

活
動
に
関
す
る
事
業
等
の
推
進

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
応
急
手
当

の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て
、
今
後
新
た
に
策
定
さ

れ
る
救
急
蘇
生
法
の
動
向
も
踏
ま
え
、
そ
の
普
及
啓

発
を
支
援
す
る
た
め
、
応
急
手
当
普
及
啓
発
用
資
器

材
等
の
交
付
事
業
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

住
民
組
織
と
消
防
機
関
が
協
力
連
携
し
て
行
う
応
急

手
当
の
講
習
活
動
に
対
す
る
支
援
事
業
や
救
急
基
金

事
業
の
普
及
を
推
進
す
る
。

3 

救
急
に
関
す
る
調
査
翻
究
事
業
の
推
進

全
国
の
救
急
隊
員
等
に
対
し
て
実
務
的
観
点
か
ら

の
研
究
発
表
及
び
意
見
交
換
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
消
防
機
関
の
行
う
救
急
業
務
の
充
実
と
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
第
一
五
回
全
国
救
急

隊
員
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
さ
い
た
ま
市
消
防
局
と
の
共

催
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
海
外
に
お
け
る
救
急
に

関
す
る
先
進
的
な
事
例
調
査
や
、
消
防
機
関
・
医
療

機
関
に
お
け
る
先
進
的
な
調
査
研
究
へ
の
助
成
な

ど
、
救
急
業
務
の
一
層
の
高
度
化
に
資
す
る
調
査
研

究
事
業
を
推
進
す
る
。



-
基
礎
医
学
講
座心

肺
蘇
生
の
新
し
い
流
れ

二
O
O
五
年
一
一
月
二
八
日
、
心
肺
蘇
生
に
関
す

る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(
E
R
C
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
蘇
生
協
議

ム一品)

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
ア
メ
リ
カ

(
A
H
A
一
ア

メ
リ
カ
心
臓
協
会
)
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
同
時
に
発

表
さ
れ
、
か
つ

w
e
b
上
で
無
料
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
互
い
に
多
少
異
な
る

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
共
通
の
資
料
で
あ

る
の
o
∞
寸
同
(
コ
ー
ス
タ
ー
と
読
む
?
)
に
基
づ
い

て
作
ら
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。
(リ
0
∞叫，
H
N

は
国

際
心
肺
蘇
生
連
絡
委
員
会

(
I
L
C
O
R
)
が
世
界

中
の
研
究
者
の
協
力
を
得
て
作
成
し
た
も
の
で
、

わ
ば
「
蘇
生
に
関
す
る
科
学
的
デ
l
タ

(
エ
ピ
デ
ン

ス
)
の
解
釈
に
つ
い
て
の
世
界
的
共
通
認
識
」
で
す
。

。。
ω
H
J
H
N

も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
、
同
じ
日
に
公
開
さ

れ
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も
、
ま
ず
は
わ
。
ω叶
同
あ

り
き
、
そ
し
て
、
こ
れ
を
土
台
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
作
っ
た
と
い
う
構
図
で
す
。
ち
な
み
に
、
日
本

国
内
で
も
日
本
救
急
医
療
財
団
を
中
心
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
作
業
が
進
行
中
で
、
こ
の
冊
子
が
お
手

冗
に
届
く
頃
に
は
そ
の
骨
子
が
発
表
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

(Uoω
寸
同
の
全
文
を
日
本
語

に
翻
訳
す
る
作
業
も
進
行
中
で
す
。
い
ず
れ
は

w
e
b
上
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基

礎
と
な
る
資
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
貴

重
な
情
報
源
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し瓦

二
O
O
五
年
版
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

1
.
国
際

的
協
力

(
I
L
C
O
R
)

2 

エ
ビ
デ
ン

の
下
に
、

ス
を
重
視
し
て
作
っ
た
、
と
い
う
二
つ
の
意
味
で
は

二
0
0
0
年
版
に
続
く
第
二
弾
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

す
。
二

0
0
0
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
作
業
が

救急救命九州研修所教授

畑中哲生

始
ま
っ
た
一
九
九
二
年
か
ら
今
日
ま
で
の
一

O
年
以

起
こ
っ
た
で
し
ょ
う
か
?

上
の
聞
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が

少
し
不
思
議
に
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
次
救
命
処
置

(
A
L
S
)

の
領
域
で
は
こ
れ
と
い
っ
た
変
更
が
あ
り
ま
せ
ん
。

動
式
)
心
マ
方
法
な
ど
、

新
旧
の
薬
剤
、
様
々
な
気
道
確
保
器
具
、
新
し
い
(
自

い
ろ
い
ろ
な
治
療
法
に
関

す
る
研
究
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
未
だ
は
っ
き
り
し

た
結
論
を
出
せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。
あ
え
て
取
り

上
げ
る
と
す
れ
ば
治
療
的
低
体
温
療
法
で
し
ょ
う

か
。
蘇
生
後
に
意
識
障
害
が
続
く
患
者
の
体
温
を

一一
(
1

三
四
℃
に
下
げ
て
お
く
ご

二
1
二
四
時
間
)

と
神
経
学
的
回
復
が
促
進
さ
れ
る
と
い
う
、
か
な
り

は
っ
き
り
し
た
結
論
が
出
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、

35 

全
て
の
蘇
生
後
患
者
が
低
体
温
療
法
の
思
恵
に
浴
す



る
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
で
す
か
ら
、

本
当
の

治
療
価
値
に
つ
い
て
は
今
後
も
注
意
深
く
見
守
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

A
L
S
領
域
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
「
変
わ
り
ば
え

し
な
い
」

一
次
救
命
処
置

(
B

L
S
)
 

の
と
は
対
照
的
に
、

や
除
細
動
(
特
に

A
E
D
を
用
い
る
場
合
)

に
つ
い
て
は
、
か
な
り
大
き
な
変
更
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
胸
骨
圧
迫
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
(
以
下
「
胸

骨
圧
迫
」
)
と
人
工
呼
吸
の
回
数
比
は
、
か
つ
て
五
一

一
で
し
た
が
、

二
0
0
0年
に

一
五
一

二
へ
、
そ
し

て
二
O
O
五
年
に
は
三
O
二

一と
な
り
ま
し
た
。
A

E
D
を
用
い
る
場
合
の
手
順
は
、
か
つ
て
の
「
三
連

続
除
細
動
」
か
ら
「
連
続
シ
ョ
ッ
ク
は
行
わ
な
い
」

方
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
と
、
特
に

一
般
市
民
の
方
々
は
大
変
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
れ
以
外
に
も
細
か
な
手
順
の
変
更

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
詳
細
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
現
物
に
お
ま
か
せ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
よ
り

も
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
変
更
が
、
「
な
ぜ

検
討
さ
れ
た
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
変
更
し
た

方
が
良
い
」
と
多
く
の
研
究
者
が
考
え
た
理
由
に
も

た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
特
に
重

要
な
の
は
「
胸
骨
圧
迫
を
中
断
す
る
こ
と
の
弊
害
」

で
す
。「

絶
え
間
な
い
心
マ
」
と
い
う
言
葉
は
耳
に
タ
コ

が
で
き
る
ほ
ど
お
聞
き
に
な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
今
回
の
変
更
に
際
し
て
は
そ
の
こ
と
の
重
要
性

が
再
確
認
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
図
1
は
V
F

患
者
に
つ
い
て
、
胸
骨
圧
迫
を
中
断
し
て
か
ら

除
細
動
す
る
ま
で
の
時
間
と
自
己
心
拍
再
開
率

(
図
で
は

F
OR)
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
で

す
。
V
F
の
心
電
図
波
形
の
詳
細
を
コ
ン
ピ
ユ

ー
タ
で
解
析
し
て
、
「
今
、
除
細
動
し
た
ら
、

ど
の
程
度
の
確
率
で
自
己
心
拍
が
再
開
す
る

か
」
(
こ
れ
が

F
O印の
で
す
)
を
予
測
す
る
試
み

が
実
用
段
階
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
図
1
の

グ
ラ
フ
は
こ
の
手
法
を
実
際
の

V
F
患
者
の
波

形
に
応
用
し
て
導
き
出
し
た
も
の
で
す
。
胸
骨

圧
迫
中
断
後
、
わ
ず
か
二
0
秒
間
で
自
己
心
拍

再
開
の
可
能
性
が
急
速
に
低
下
し
て
い
る
様
子

が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
と
同
様
の
結
果

は
、
ブ
タ
を
用
い
た
実
験
で
も
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。

で
は
、
蘇
生
の
現
場
で
は
、
実
際
ど
の
程
度

の
胸
骨
圧
迫
中
断
が
み
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
? 

病
院
外
心
停
止
の
蘇
生
現
場
を
調
査
し
た
研

究
に
よ
れ
ば
、
蘇
生
時
間
全
体
の
実
に
五
二
%
は
何

ら
か
の
理
由
に
よ
り
胸
骨
圧
迫
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
病
院
内
心
停
止
の
蘇
生
で
は
事
情
は
少
し
マ
シ

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間

は
蘇
生
時
間
全
体
の
四
分
の

一
に
及
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
事
実
と
先
の
波
形
解
析
結
果
を
重
ね
合
わ
せ
れ

ば
、
何
と
か
し
て
胸
骨
圧
迫
の
中
断
を
短
く
す
る
こ

と
が
非
常
に
大
切
に
思
え
て
き
ま
す
。

PROSC 

0.8 

0.4 

0.7 

0.6 

0.5 

0.3 

0.2 

0.1 

20秒

心マ中断時間と予測自己心拍再開率 (PROSC)の関係

Eftestol. T.. et al. Circulation. 2002; 105: 2270-2273かう一部改変して
ヲ|用
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図1

胸
骨
圧
迫
の
中
断
を
短
く
す
る
た
め
の

一
つ
の
工

夫
が
胸
骨
圧
迫
一
人
工
呼
吸
H

三
O
一
二
で
す
。
図

2
は

一
般
市
民
が

一
人
法
で

C
P
R
を
行

っ
た
と
き

の
様
子
(
こ
こ
で
は

一
五

二

一)
を
示
し
て
い
ま
す

が、

二
回
の
人
工
呼
吸
に
平
均

一
六
秒
も
か
か
っ
て

い
ま
す
。
人
工
呼
吸
も
大
切
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
た
め
に
胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
が
非
常
に
長
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
C
P
R
を
三
O

二
で
行
え
ば
(
人
工
呼
吸
の
回
数
は
減
る
も
の
の
)
、



図2 一般市民のCP円では2回の人士呼吸に平均16秒が必要
Assar 0 et al. Resuscitation. 2000 : 45(1): 7-15から一部変更して引用

J日-IJI1

図3 拍動中 (左)と心停止後(右)の心臓。心停止後は右室の著しい拡張を来す
Steen S， et al. Resuscitation. 2003 Sep : 58(3): 237-47か5一部変更して引用
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胸
骨
圧
迫
の
中
断
時
間
が
少
し
で
も
短
く
な
る
と

(
希
望
的
に
?
)
考
え
た
わ
け
で
す
。

A
E
D
を
用
い
て
除
細
動
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

前
に
も
後
に
も
胸
骨
圧
迫
の
中
断
が
起
こ
り
ま
す
。

除
細
動
前
に
は
心
電
図
解
析
や
充
電
の
た
め
に
通
常

は

一
五
秒
以
上
の
中
断
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
何
と

か
短
縮
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
ば
か
り
は

A

E
D
メ
ー
カ
ー
の
努
力
を
期
待
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
除
細
動
直
後
に
つ
い
て
は
多
少
の
工

夫
で
中
断
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
除
細
動
後
に
何
ら
か
の
波
形

が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
脈
拍
(
ま
た
は
循
環
の
サ

イ
ン
)
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

一
般
市
民

が
A
E
D
を
使
っ
た
場
合
に
は
二
回
目
の
解
析
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
二

O
O
五
年
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
脈
の
確
認
や
二
回
目
の
解
析
は
行

わ
ず
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
少

し
で
も
中
断
時
間
を
短
く
し
よ
う
と
い
う
の
で
す
。

除
細
動
が
成
功
し
て
自
己
心
拍
が
再
開
し
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
の
に
、
そ
れ
を
確
か
め
ず
に
胸
骨
圧

迫
を
開
始
す
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
か
な
り
乱
暴

に
感
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
あ
る
研
究
で
は
、
除
細
動
に
成
功
し
て
結

果
的
に
自
己
心
拍
が
再
開
し
た
患
者
の
う
ち
約
九

O

%
に
お
い
て
除
細
動
直
後
の
リ
ズ
ム
心
静
止
ま
た
は

P
E
A
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
患
者
で
は

C
P
R
を
続

け
て
い
る
う
ち
に

再
開
し
て
い
た
の
で
す
。

(
い
つ
の
間
に
か
)
自
己
心
拍
が

B
L
S
に
関
す
る
変
更
点
と
そ
の

理
由
に
つ
い

二
つ
目
の
理
由
は
前
記
の
現
象
を
循
環
動
態
の
側

て
、
他
に
も
重
要
な
点
は
多
数
あ
る
の
で
す
が
、
そ

面
か
ら
説
明
し
た
理
論
で
す
。
図
3
は
拍
動
中
お
よ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ど
う
ぞ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
現
物

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
そ
の
際
に
は
「
何
が

ど
う
変
わ
っ
た
の
か
」
だ
け
で
な
く
「
な
ぜ
」
変
わ

び
心
停
止
後
の
心
臓
の
写
真
で
す
。
左
心
室
に
は
ほ

と
ん
ど
変
化
が
な
い
の
に
、
右
心
室
は
極
端
に
拡
張

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
心
停
止
が
起
こ
る

と
静
脈
血
に
よ
っ
て
右
室
の
拡
大
が
起
こ
り
、
心
室

中
隔
が
左
室
側
へ
圧
迫
さ
れ
る
た
め
、
左
心
室
容
量

(
血
液
量
)
が
非
常
に
少
な
く
な
り
ま
す
(
図
4
)
。

っ
た
の
か
と
い
う
理
由
に
是
非
注
目
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
を
正
し
く
知
る
こ
と
こ
そ

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
に
な
る

と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、

A
H
A
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

二
O
O
五
の
日
本

語
版
は
二
O
O
六
年
の
九
月
を
目
処
に
、

除
細
動
に
成
功
し
て
、
首
尾
よ
く
拍
動
が
始
ま
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
直
後
は
左
室
(
空
っ
ぽ
)
か
ら
の
血

急
蘇
生
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
医
療
従
事
者
向
け
)

液
拍
出
が
ほ
と
ん
ど
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
右
室
か
ら
拍

同
じ
く
九
月
j

一一一
月
末
を
目
途
に
、
そ
れ
ぞ
れ
出

出
さ
れ
た
血
液
が
肺
循
環
を
経
て
左
室
に
届
く
に
は

し
ば
ら
く
時
間
が
必

要
で
す
。
「
除
細
動

直
後
に
は
脈
が
な
か

っ
た
」
患
者
の
多
く

は
、
こ
の
よ
、
つ
な
心

室
中
隔
の
圧
迫
が
原

因
だ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
問
、
胸
骨
圧
迫
に

よ
っ
て
心
臓
の
拍
出

を
補
助
す
る
こ
と
が

有
効
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

版
の
予
定
で
す
。

救急救命 第16号 38

日
本
版
救l土

図4 心停止後の右心室拡大を示す模式図。心室中隔の偏移

によって左心室が圧迫されている。
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・掲載記事に関するご意見 -ご要望 など

*上記に該当しないものでも救急に関する事項であれば、どんなことでも結構です。ま

た、取材を希望される消防本部又は救急関係団体は、編集室までご連絡ください。

*情報提供の形式は問いません。電話、 FAX、電子メール又は郵送などでお寄せくだ
さい。

-・E重量-・・
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T E L 0426-75-9931 FAX 0426-75-9050 E-mail: kikaku-info@fasd.or.jp E.*墨田霊園

先
日
、
大
江
戸
線
都
庁
前
駅
の
ホ
l
ム
で
電
車

を
待
っ
て
い
た
六
五
歳
の
男
性
が
、
突
然
心
肺
停

止
状
態
に
陥
っ
た
が
、
駅
務
員
が

A
E
D
を
用
い

た
心
肺
蘇
生
法
を
施
し
、

一
命
を
取
り
留
め
た
と

い
う
誠
に
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し
た
。

今
後
、

A
E
D
の
普
及
が
大
幅
に
進
ん
で
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
決

し
て
少
な
い
人
数
で
は
な
い
、
時
と
所
を
選
ば
ず

し
て
突
然
に
心
肺
停
止
状
態
に
陥
る
人
々
を
助
け

ら
れ
る
機
会
及
び
可
能
性
は
、
格
段
に
高
ま
る
に

違
い
な
い
。

さ
て
、
全
国
の
消
防
本
部
主
導
に
よ
る
、

地
域

住
民
等
に
対
す
る
普
通
救
命
講
習
は
、
平
成

二
ハ

年
中
に
四
万
七
、

三
三
四
回
開
催
さ
れ
、

一
O
五

万
三
、七

一
五
名
が
修
了
証
を
授
与
さ
れ
た
。
年
々

一
O
O
万
人
を
超
え
る
方
々
が
救
急
救
命
に
関
す

る
技
術
の
習
得
に
真
っ
向
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

姿
は
、
誠
に
素
晴
ら
し
い
の

一
語
に
尽
き
よ
う
。

今
後
、
こ
う
し
た
講
習
会
の
場
な
ど
を
通
し

て、

よ
り
多
く
の
住
民
が

A
E
D
の
活
用
に
も
習

熟
し
、
全
国
各
所
の
公
共
施
設
等
々
に
配
備
さ
れ

た
A
E
D
に
よ
り、

一
刻
を
争
う
心
肺
停
止
患
者

の
尊
い
命
が

一
人
で
も
多
く
救
わ
れ
る
こ
と
を
切

に
願
う
も
の
で
あ
る
。

(Y
・
U
)

興財団

http://www.fasd.or.jp/ 

救急振興財団のホームページ

からパックナンバーをご覧い

ただけます。

2006年5月31日
『救急救命J編集委員会
佐野 徹治
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b
λ
吉凶
-Uλ

、品ロ

主
主
一
崎
市
会
ロ

1分 1秒を争う、いのちのために
活かします、あなたの思いやり「救急基金」

通
巻
第
市
号

平
成
国
年
5
月
引
日
発
行

皆様かう寄せうれた寄付金は、

応急手当の普及など救急の振興のために活用されます。

( 救急基金箱は消防本部などに設置されていますが、

お問い合わせは財団法人救急振興財団事務局総務課にお願いします。

財団法人救急振興財団

財
団
法
人
救
急
振
興
財
団
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